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(57)【要約】
【課題】発光装置の発光演出効果を向上する。
【解決手段】発光装置は、前方に光を照射するＬＥＤ２
０６ａと、このＬＥＤ２０６ａの光照射方向前側に設け
られた光透過部２３２とを備えている。光透過部２３２
は、ＬＥＤ２０６ａの光照射方向真正面を含んだ帯状領
域を覆うように設けられ、前面が該光透過部の外周縁か
ら内側に向かうにつれて光照射方向後側に傾斜するよう
形成された第１レンズ部２３４と、この第１レンズ部２
３４の内側の帯状領域を覆うように該第１レンズ部２３
４の内側に連ねて設けられ、前面が光照射方向前側に突
出する凸状に形成された第２レンズ部２３６とを備えて
いる。
【選択図】図２０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定方向に光を照射する発光体と、この発光体の光照射方向前側に設けられた光透過部
とを有する発光装置が設けられた遊技機において、
　前記光透過部は、
　前記発光体の光照射方向真正面を含んだ帯状領域を覆うように設けられ、前面が該光透
過部の外周縁から内側に向かうにつれて光照射方向後側に傾斜するよう形成された第１レ
ンズ部と、
　前記第１レンズ部の内側の帯状領域を覆うように該第１レンズ部の内側に連ねて設けら
れ、前面が光照射方向前側に突出する凸状に形成された第２レンズ部とを備え、
　前記発光体の光照射方向真正面から外れた位置に、隣り合うレンズ部に挟まれて光照射
方向前側に開放する谷状の境界部が形成される
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第１レンズ部は、外周縁が前記第２レンズ部における光照射方向前側への突端より
光照射方向前側に位置するよう形成されると共に、後面が前面に倣って延在して全体とし
て前記第２レンズ部側が膨らむように湾曲形成される請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記第２レンズ部は、前記第１レンズ部の内周縁から突端にかけて該第１レンズ部側に
膨らむように湾曲する湾曲面と、前記突端から光照射方向に沿って延在する平担面とから
前面が構成されると共に、光照射方向後側に向けて開口する凹部が設けられる請求項１ま
たは２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記光透過部は、外形が円形であり、該光透過部の外周部に環状に延在する前記第１レ
ンズ部に対応して、複数の発光体が円形配列される請求項１～３の何れか一項に記載の遊
技機。
【請求項５】
　前記遊技球が流下可能な遊技領域が前面に画成された遊技盤と、この遊技盤の後側に設
けられた設置部材に取り付けられ、該遊技盤に設けられた枠状装飾体の窓口を介して表示
部を臨ませた図柄表示装置とを備え、
　前記発光装置は、前記光透過部を前記窓口の内側に位置させて前記設置部材の前面に設
けられる請求項１～４の何れか一項に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技盤の前面に臨み、発光演出を行う発光装置を備えた遊技機に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、パチンコ球(遊技球)が流下可能な遊技領域が前側
に設けられた遊技盤と、この遊技盤の後側に配設され、各種機器の設置基盤となる設置部
材とを備えている。また、パチンコ機では、設置部材の後側に液晶式等の図柄表示装置が
配設され、設置部材に開設された表示開口、盤本体に開設された貫通口および遊技領域の
略中央位置に配設された枠状の装飾部材の窓口を介して図柄表示装置の表示部が前側に臨
むようになっている。そして、遊技盤の盤面(遊技領域)に打出されたパチンコ球が、装飾
部材の下方位置に配設した始動入賞装置に入賞することにより、図柄表示装置の表示部で
図柄が変動表示されるようになっている。
【０００３】
　また、パチンコ機には、ＬＥＤを備えた発光装置が遊技盤に配設され、図柄表示装置の
図柄変動に合わせてＬＥＤを点灯したり点滅したりすることで、演出効果の向上を図るこ



(3) JP 2012-110384 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

とが行われている(例えば、特許文献１参照)。特許文献１に開示の発光装置は、ＬＥＤと
このＬＥＤの前側を覆う装飾部材に設けられた光透過部とを有し、ＬＥＤが光ることで光
透過部が発光演出されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２２２５１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記発光装置では、光透過部が大きくなるのにつれて該光透過部全体を発光させるため
に多数のＬＥＤを配設する必要があるので、コストアップしてしまう。また、光透過部全
体を単に発光させるだけでは、発光演出として物足りないといった欠点も指摘される。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、少ない発光体
で良好な発光演出を行い得る遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明の遊技機は
、
　所定方向に光を照射する発光体(206a)と、この発光体(206a)の光照射方向前側に設けら
れた光透過部(232)とを有する発光装置(200)が設けられた遊技機において、
　前記光透過部(232)は、
　前記発光体(206a)の光照射方向真正面を含んだ帯状領域を覆うように設けられ、前面が
該光透過部(232)の外周縁から内側に向かうにつれて光照射方向後側に傾斜するよう形成
された第１レンズ部(234)と、
　前記第１レンズ部(234)の内側の帯状領域を覆うように該第１レンズ部(234)の内側に連
ねて設けられ、前面が光照射方向前側に突出する凸状に形成された第２レンズ部(236)と
を備え、
　前記発光体(206a)の光照射方向真正面から外れた位置に、隣り合うレンズ部(234,236)
に挟まれて光照射方向前側に開放する谷状の境界部(240)が形成されることを要旨とする
。
　請求項１に係る発明によれば、第１レンズ部に対応して設けられた発光体から光を照射
することで、第１レンズ部による光の拡散によって該第１レンズ部に隣り合う第２レンズ
部を発光させることができる。しかも、隣り合うレンズ部の境界部で発光体から照射され
た光が強調されるので、光透過部の内外方向で光を強弱することができ、少ない発光体で
奥行き感のある良好な発光演出を行うことができる。
【０００８】
　請求項２に係る発明では、前記第１レンズ部(234)は、外周縁が前記第２レンズ部(236)
における光照射方向前側への突端より光照射方向前側に位置するよう形成されると共に、
後面が前面に倣って延在して全体として前記第２レンズ部(236)側が膨らむように湾曲形
成されることを要旨とする。
　請求項２に係る発明によれば、第１レンズ部に対応して設けられた発光体の光を効率よ
く内側に導いて、少ない発光体で奥行き感のある良好な発光演出を行うことができる。
【０００９】
　請求項３に係る発明では、前記第２レンズ部(236)は、前記第１レンズ部(234)の内周縁
から突端にかけて該第１レンズ部(234)側に膨らむように湾曲する湾曲面(236a)と、前記
突端から光照射方向に沿って延在する平担面(236b)とから前面が構成されると共に、光照
射方向後側に向けて開口する凹部(237)が設けられることを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、第１レンズ部に対応して設けられた発光体の光を効率よ
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く拡散して、少ない発光体で奥行き感のある良好な発光演出を行うことができる。
【００１０】
　請求項４に係る発明では、前記光透過部(232)は、外形が円形であり、該光透過部(232)
の外周部に環状に延在する前記第１レンズ部(234)に対応して、複数の発光体(206a)が円
形配列されることを要旨とする。
　請求項４に係る発明によれば、複数の発光体によって光透過部を適切に発光演出できる
。
【００１１】
　請求項５に係る発明では、前記遊技球が流下可能な遊技領域(20a)が前面に画成された
遊技盤(20)と、この遊技盤(20)の後側に設けられた設置部材(34)に取り付けられ、該遊技
盤(20)に設けられた枠状装飾体(28)の窓口(28a)を介して表示部(40a)を臨ませた図柄表示
装置(40)とを備え、
　前記発光装置(100)は、前記光透過部(232)を前記窓口(28a)の内側に位置させて前記設
置部材(34)の前面に設けられることを要旨とする。
　請求項５に係る発明によれば、遊技盤の後側に位置する設置部材に発光装置を設けても
、該発光装置の演出効果が高いので、遊技者の注意を惹き付けることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る遊技機によれば、発光装置において、少ない発光体で良好な発光演出を行
い得る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機の正面図である。
【図２】実施例の遊技盤の正面図であって、可動体が待機位置にある。
【図３】実施例の遊技盤の正面図であって、(ａ)は動作位置にある可動体が第１姿勢にあ
り、(ｂ)は動作位置にある可動体が第２姿勢にある。
【図４】実施例の設置部材を示す正面図であって、可動体が待機位置にある。
【図５】実施例の設置部材を示す正面図であって、可動体が動作位置にある。
【図６】図４のＡ－Ａ線断面図である。
【図７】図４のＢ－Ｂ線断面図である。
【図８】実施例の可動体を意匠部および発光基板を取り外した状態で示す正面図である。
【図９】実施例の駆動部を前側のケースを取り外した状態で示す正面図である。
【図１０】実施例の駆動部のシャフトを示す正面図である。
【図１１】実施例の可動体を示す背面図である。
【図１２】実施例の可動体を意匠部を取り外した状態で示す正面図である。
【図１３】実施例の可動体を第１ベース部を取り外した状態で示す背面図であって、(ａ)
はロック手段のロック状態を示し、(ｂ)はロック手段のロック解除状態を示す。
【図１４】実施例の可動体を前側から示す分解斜視図である。
【図１５】実施例の駆動部を後側から示す分解斜視図である。
【図１６】実施例の可動体の動作を示す説明図である。
【図１７】実施例のフラットケーブルの動きを示す説明図である。
【図１８】実施例の上部発光装置をカバー部材を取り外した状態で示す正面図である。
【図１９】実施例の上部発光装置を後側から示す分解斜視図である。
【図２０】図５のＣ－Ｃ線断面図である。
【図２１】図５のＤ－Ｄ線断面図である。
【図２２】図５のＥ－Ｅ線断面図である。
【図２３】実施例の光透過部材を示す正面図である。
【図２４】図２３のＦ－Ｆ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
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　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチ
ンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「
右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た
状態で指称する。
【実施例】
【００１５】
(パチンコ機)
　図１に示すように、実施例に係るパチンコ機１０は、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
２０(図２参照)が着脱可能に保持された本体枠としての中枠１２が開閉および着脱可能に
組付けられている。また、遊技盤２０の後側には、各種図柄を変動表示可能な図柄表示装
置４０(図１または図２参照)が着脱し得るよう配設されている。中枠１２の前面側には、
遊技盤２０を透視保護するガラス板を備えた装飾枠としての前枠１４が開閉可能に組付け
られると共に、前枠１４の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組付
けられる。なお、実施例では、前枠１４の下部位置に下球受け皿１５の上側に位置して、
パチンコ球を貯留する上球受け皿１６が一体的に組付けられており、前枠１４の開閉に合
わせて上球受け皿１６も一体的に開閉するよう構成される。なお、実施例のパチンコ機１
０では、図柄表示装置４０として、液晶画面からなる表示部４０ａで各種演出表示を行う
液晶タイプが採用されている。
【００１６】
(遊技盤)
　前記中枠１２に配設される遊技盤２０は、図２に示すように、前面(盤面)にパチンコ球
が流下可能な遊技領域２０ａが画成され、合板等の木製からなる平板状の板部材で構成さ
れる。遊技盤２０の前面には、円弧状に形成した案内レール２１が配設されると共に、該
案内レール２１の右方位置に、左端縁が右方に凹む円弧状に形成した盤面飾り部材２２が
配設される。そして、案内レール２１および盤面飾り部材２２により遊技領域２０ａが略
円形状に画成され、中枠１２に配設された図示しない打球発射装置から発射されたパチン
コ球が遊技領域２０ａ内に打ち出され、該遊技領域２０ａ内をパチンコ球が流下して遊技
が行われる。また、遊技盤２０の遊技領域２０ａ内には、多数の遊技釘が植設されており
、該遊技釘との接触により遊技領域２０ａを流下するパチンコ球の流下方向が不規則に変
化するよう構成してある。
【００１７】
　前記遊技盤２０には、図１または図２に示すように、後述する枠状装飾体２８の下縁よ
り下方位置に、前記遊技領域２０ａを流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置２４
および特別入賞装置２５やパチンコ球が通過可能なゲート２６等が配設される。なお、図
２の符号２７は、遊技盤２０に配設されて、常に入賞口を開放している普通入賞装置を示
す。
【００１８】
(枠状装飾体)
　前記遊技盤２０の中央には、前後に貫通する大型の貫通口(図示せず)が形成されており
、該貫通口に対して前後に開口する窓口２８ａを有する枠状装飾体(所謂センター役物)２
８が嵌め込まれるように着脱可能に配設される(図１または図２参照)。そして、後述する
設置部材３４の表示開口部３４ａから臨む図柄表示装置４０の表示部４０ａは、枠状装飾
体２８における前後に開口する窓口２８ａを介して遊技盤２０の前側に露出して、該図柄
表示装置４０の表示部４０ａで展開される図柄の変動を前側から視認し得るようになって
いる(図１または図２参照)。
【００１９】
　前記枠状装飾体２８には、図２に示す如く、上縁部から左右両縁部に亘り、遊技盤２０
の前面より前方に突出する円弧状の庇状部２８ｂが設けられており、遊技領域２０ａに打
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ち出されたパチンコ球を外周部の庇状部２８ｂで案内し得ると共に、該パチンコ球が枠状
装飾体２８の窓口２８ａを横切って流下するのを該庇状部２８ｂで規制している。枠状装
飾体２８は、庇状部２８ｂの左上部から窓口２８ａの内側に張り出すように配設され、光
を透過可能な光飾部を備えた左部飾り部材３２を備えている。枠状装飾体２８は、左部飾
り部材３２によって窓口２８ａに臨む表示部４０ａの周辺を装飾するようになっている。
【００２０】
(設置部材)
　前記遊技盤２０の後面には、図柄表示装置４０が着脱可能に配設されると共に、後述す
る可動演出装置１００や複数の発光基板等の遊技部品が配設される合成樹脂材で形成され
た設置部材３４が配設されている(図４または図５参照)。設置部材３４は、前方に開口す
る矩形箱状に形成されており、開口端部に形成された取付部３４ｂを遊技盤２０の後面に
突き当ててネジ止め固定される。設置部材３４には、遊技盤２０の後面に対向する設置板
部３５に、前後に貫通する大型の表示開口部３４ａが設けられている(図４または図５の
点線参照)。設置部材３４は、遊技盤２０に取り付けた際に、該遊技盤２０の貫通口の後
側に表示開口部３４ａが重なると共に、設置板部３５と遊技盤２０との間に所要の空間が
画成される。設置部材３４の設置板部３５には、表示開口部３４ａの左右の両側の夫々に
図示しない発光基板によって発光演出される飾り発光カバー３６,３６が設けられ、この
飾り発光カバー３６,３６によって表示部４０ａの左右の側縁が縁取られるようになって
いる。また、設置板部３５には、図４および図５に示すように、表示開口部３４ａの上側
から左右両側にかけて可動演出装置１００が配設されている。更に、図５に示すように、
設置部材３４の設置板部３５には、表示開口部３４ａの上側に上部発光装置(発光装置)２
００が設置されている。なお、設置板部３５(上部発光装置２００)と遊技盤２０(遊技盤
２０に取り付けられた枠状装飾体２８の左部飾り部材３２)との間には、可動演出装置１
００の後述する可動体１１０を収容可能なスペースが設けられている。
【００２１】
(可動演出装置)
　図４または５に示すように、前記可動演出装置１００は、遊技盤２０の前側に臨んで所
定の動作をする可動体１１０と、この可動体１１０を変位可能に支持すると共に該可動体
を移動させる駆動部１４０,１７０とを有している。可動演出装置１００では、可動体１
１０の両端部が駆動部１４０,１７０で夫々支持されるよう構成されており、一対の駆動
部１４０,１７０が設置部材３４の設置板部３５において可動体１１０を挟むように設け
られている。すなわち、実施例の可動演出装置１００では、可動体１１０が一対の駆動部
１４０,１７０によって両持ち支持されている。ここで、可動演出装置１００は、図柄表
示装置４０の表示部４０ａが臨む表示開口部３４ａを挟んで設置板部３５の左右の側部に
一対の駆動部１４０,１７０が設置され、これらの駆動部１４０,１７０で可動体１１０の
左右の端部が夫々支持されている。そして、可動体１１０は、駆動部１４０,１７０への
各支持部位(以下、支持端部１１２ａ,１２２ａという)が該駆動部１４０,１７０によって
遊技盤２０の遊技盤面に沿って移動されるようになっている。可動演出装置１００は、待
機状態において設置部材３４の上部(上部発光装置２００)の前側に可動体１１０が重なる
待機位置で該可動体１１０を支持するようになっている(図２または図４参照)。また、可
動演出装置１００は、動作状態において待機位置から下降して表示部４０ａの前側に重な
る動作位置に可動体１１０が作動され、可動体１１０が一対の駆動部１４０,１７０によ
って待機位置と動作位置との間で上下方向に往復移動するよう構成されている(図３また
は図５参照)。なお、可動体１１０は、動作時に左右の飾り発光カバー３６,３６の前側を
移動するようになっている。
【００２２】
　前記可動体１１０は、左右の支持端部１１２ａ,１２２ａが駆動部１４０,１７０で夫々
支持されて左右方向に長手が延在する大型の部材であり、該可動体１１０の前面を構成す
る意匠部１１１が、一対の駆動部１４０,１７０で挟まれる表示開口部３４ａの開口幅以
上の大きさで形成されている(図４または図５参照)。実施例の可動体１１０は、意匠部１
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１１が航空機を正面側から見た形状に形成されており、胴体部分が表示部４０ａの右側に
偏倚して設けられ、一方(左側)の主翼の略全体を備えているのに対し、他方(右側)の主翼
が途中までとなっている。可動体１１０は、待機位置において、遊技盤２０に設置された
枠状装飾体２８の窓口２８ａ上部左側に内方に張り出すように設けられた左部飾り部材３
２の後側に位置し、左側の略半分が該左部飾り部材３２で隠されている(図３参照)。一方
、可動体１１０は、待機位置において、略右半分(胴体部分)が窓口２８ａの内側に臨み、
遊技盤２０の前側から視認可能になっている。可動体１１０は、左部飾り部材３２の下側
まで移動した動作位置において、窓口２８ａを介して意匠部１１１の略全体が遊技盤２０
の前側に臨む一方、意匠部１１１から側方に突出して対応の駆動部１４０，１７０に繋が
る支持端部１１２ａ,１２２ａが枠状装飾体２８または遊技盤２０で隠れるようになって
いる。このように、可動体１１０は、表示開口部３４ａを介して前側に臨む表示部４０ａ
の左右幅より大きく、動作位置において表示部４０ａの左右全域に跨って意匠部１１１が
延在するよう構成されている。
【００２３】
　前記可動体１１０は、第１可動部１１２と、この第１可動部１１２に対して姿勢変位可
能に接続された第２可動部１２２と、第１可動部１１２および第２可動部１２２の姿勢変
位を解除可能に規制するロック手段１３０とを備えている(図４または図８参照)。可動体
１１０では、第１可動部１１２および第２可動部１２２が一対の駆動部１４０,１７０の
離間方向である左右に並べて設けられ、実施例では右側に位置する第１可動部１１２と比
べて左側に位置する第２可動部１２２が小さく形成されている(図４または図５参照)。各
可動部１１２,１２２は、ベース部１１４,１２４と、このベース部１１４,１２４の前面
に設けられた可動体発光基板１１６,１２６と、ベース部１１４,１２４および可動体発光
基板１１６,１２６の前面を覆う意匠半体１１８,１２８とから基本的に構成されている(
図１１～図１４参照)。可動体１１０は、左右の可動部１１２,１２２の前面を構成する意
匠半体１１８,１２８によって１つの意匠部１１１が構成され、可動部１１２,１２２の姿
勢変位に伴う両意匠半体１１８,１２８の相対的な姿勢変位によって意匠部１１１の外形
が変化するようになっている(図３または図５参照)。
【００２４】
　前記第１可動部１１２および第２可動部１２２は、互いに対向する端部を突き合わせて
接続されており、各可動部１１２,１２２には、他方の可動部１２２,１２２と反対側に支
持端部１１２ａ,１２２ａが設けられている(図８または図９参照)。可動体１１０は、第
１可動部１１２および第２可動部１２２が対応の駆動部１４０,１７０によって互いに独
立または一体に動作可能に構成され、第１可動部１１２および第２可動部１２２が揃って
一体的に移動する一体動作と、第１可動部１１２および第２可動部１２２が相対的に姿勢
を変えるように移動する別体動作とに切り換え可能になっている。なお、実施例の別体動
作とは、一方の可動部１１２,１２２に対して他方の可動部１２２,１１２が姿勢変位する
ことで、意匠部１１１の外形が変化する動作をいう(図１６(ｃ)参照)。実施例の可動体１
１０では、第１可動部１１２の第１意匠半体１１８が胴体部分および主翼の根元部分を構
成すると共に、第２可動部１２２の第２意匠半体１２８が左側の主翼の先端部を構成して
おり、第２意匠半体１２８が第１意匠半体１１８と左右に直線的に揃う第１姿勢(図３(ａ
)または図４参照)と、第２意匠半体１２８が第１意匠半体１１８に対して折れ曲がった第
２姿勢(図３(ｂ)または図５参照)との間で姿勢変位するようになっている。なお、可動演
出装置１００は、両可動部１１２,１２２の第１姿勢で一体動作したり、両可動部１１２,
１２２の第２姿勢を保ったまま一体動作することも可能である。
【００２５】
　前記第１可動部１１２は、第１ベース部１１４および第１意匠半体１１８で外郭が構成
され、第１ベース部１１４と第１意匠半体１１８との間に設置された第１可動体発光基板
１１６の前面に設けられた第１可動体ＬＥＤ(発光体)１１６ａ(図１２参照)によって、第
１意匠半体１１８が発光演出されるようになっている。第１ベース部１１４は、左右方向
に長手が延在すると共に厚み方向を前後に沿わせて配置した板状の樹脂部材であって、前
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方に突出する壁片が外周縁部に設けられている。すなわち、第１ベース部１１４は、浅い
トレイ形状に形成されている。第１可動体発光基板１１６は、第１ベース部１１４の前面
に突出形成された基板取付ボス１１４ａ(図１４参照)にネジにより取り付けられ、第１ベ
ース部１１４の前面および第１意匠半体１１８の後面から離した状態で設置される。第１
可動体発光基板１１６の前面には、第１可動体ＬＥＤ１１６ａが複数設けられ、第１可動
体ＬＥＤ１１６ａから前方へ光が照射されるようになっている。ここで、第１可動体発光
基板１１６には、第１ベース部１１４の左右方向略中央部に設置されるロック手段１３０
の後述するソレノイド(ロック駆動手段)１３４を避けるように切欠部１１６ｂが設けられ
、該第１可動体発光基板１１６とソレノイド１３４とが干渉しないようになっている。
【００２６】
　前記第１意匠半体１１８は、後側に開放する凹状の樹脂部材であって、内側に第１ベー
ス部１１４の外周に延在する壁片を嵌め合わせて、第１ベース部１１４の前面に突出形成
された意匠半体取付ボス１１４ｂ(図１４参照))に対して、第１意匠半体１１８の後面に
突出形成された意匠半体取付片(図示せず)を突き合わせてネジによって固定されている。
第１意匠半体１１８は、第１可動部ＬＥＤ１１６ａによって発光する輝光部１１８ａ,１
１８ｂを備えている。実施例の第１意匠半体１１８には、該第１意匠半体１１８に直接形
成された一体輝光部１１８ａと、別体に形成された別体輝光部１１８ｂとが設けられてい
る(図１４参照)。一体輝光部１１８ａは、他の部位と比べて薄肉に形成することで、他の
部位より第１可動体ＬＥＤ１１６ａの光が透過し易く構成されている。一体輝光部１１８
ａは、所定の線状の模様をなすように延在形成されたり、点状に形成されている(図４ま
たは図５参照)。これに対して、別体輝光部１１８ｂは、第１意匠半体１１８に開設され
た輝光部開口１１８ｃ(図１４参照)に嵌め合わせて該第１意匠半体１１８を構成するよう
になっている。別体輝光部１１８ｂは、薄肉に形成することで光を透過し易い部分とこれ
より厚く形成することで光を透過し難い部分とが左右方向に交互に並ぶように設けられて
いる。なお、実施例の第１意匠半体１１８では、航空機の胴体下部とこの胴体部分を挟ん
で両翼の根元部分とに合わせて３箇所の別体輝光部１１８ｂが設けられている。また、実
施例では、翼の根元部分に設けられる別体輝光部１１８ｂが、第１可動体発光基板１１６
の前側に該第１可動体発光基板１１６を挟んで第１ベース部１１４にネジで取り付けられ
るのに対し、胴体部分に設けられる別体輝光部１１８ｂが該第１意匠半体１１８にネジで
取り付けられている。
【００２７】
　前記第２可動部１２２は、図４および図１２に示すように、第２ベース部１２４および
第２意匠半体１２８で外郭が構成され、第２ベース部１２４と第２意匠半体１２８との間
に設置された第２可動体発光基板１２６の第２可動体ＬＥＤ(発光体)１２６ａ(図１２参
照)によって、第２意匠半体１２８が発光演出されるようになっている。第２ベース部１
２４は、左右方向に長手が延在すると共に厚み方向を前後に沿わせて配置した板状の樹脂
部材であって、前方に突出する壁片が外周縁部に設けられている。すなわち、第２ベース
部１２４は、浅いトレイ形状に形成されている。第２可動体発光基板１２６は、第２ベー
ス部１２４の前面に突出形成された基板取付ボス１２４ａ(図１４参照)にネジにより取り
付けられ、第２ベース部１２４の前面および第２意匠半体１２８の後面から離した状態で
設置されている。第２可動体発光基板１２６の前面には、第２可動体ＬＥＤ１２６ａが複
数設けられ、第２可動体ＬＥＤ１２６ａから前方へ光が照射されるようになっている。
【００２８】
　前記第２意匠半体１２８は、後側に開放する凹状の樹脂部材であって、外縁部の内側に
第２ベース部１２４の外周の壁片を嵌め合わせて、第２ベース部１２４の前面に突出形成
された意匠半体取付ボス１２４ｂ(図１４参照)に対して、第２意匠半体１２８の後面に突
出形成された意匠半体取付片(図示せず)を突き合わせてネジによって固定されている。ま
た、第２意匠半体１２８は、第２可動部ＬＥＤによって発光する輝光部１２８ａを備えて
いる。第２意匠半体１２８の輝光部１２８ａは、第１意匠半体１１８の一体輝光部１１８
ａと同様の構成であって、本体部分の一般部と比べて薄肉に形成することで、本体部分の
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一般部と比べて第２可動体ＬＥＤ１２６ａの光が透過し易く構成されている。第２意匠半
体１２８の輝光部１２８ａは、該第２意匠半体１２８の形状に合わせて輪郭を縁取るよう
に延在形成されたり、点状に形成されている。可動体１１０では、第１可動体発光基板１
１６が第２可動体発光基板１２６より前側に配置されて、第１可動体発光基板１１６と第
１ベース部１１４との間に、ロック手段１３０の後述する係止部１３１およびロックリン
ク１３６が配設されるスペースを確保してある(図１３参照)。なお、第１ベース部１１４
および第２ベース部１２４は、透明な樹脂部材で形成されており、ロック手段１３０がロ
ック状態にあるかまたはロック解除状態にあるかを両ベース部１１４,１２４を介して後
側から視認可能になっている。
【００２９】
　前記可動体１１０では、第１可動部１１２および第２可動部１２２が回動可能に軸支さ
れ、前後方向を軸として該第１可動部１１２および第２可動部１２２が遊技盤２０の盤面
と平行に相対的に回動変位するようになっている(図３または図５参照)。より具体的には
、図８に示すように、可動体１１０は、第１ベース部１１４の左端上部およびこの第１ベ
ース部１１４の左端上部の前側に重なる第２ベース部１２４の右端上部を軸支する主軸部
１２０を有している。主軸部１２０は、第１ベース部１１４の左端上部に設けられた第１
軸支持孔１１４ｃに嵌合した軸棒１２０ａを、第２ベース部の右端上部に前後に貫通形成
された第２軸支持孔１２４ｃに挿通し(図８、図１２または図１４参照)、この第２軸支持
孔１２４ｃから前側に突出した軸棒１２０ａの前端を第１意匠半体１１８の左端上部に設
けられた軸支持孔(図示せず)に嵌合して構成されている。
【００３０】
　前記可動体１１０は、図８に示すように、主軸部１２０を中心とする第１可動部１１２
と第２可動部１２２の姿勢変位を案内する補助接続部１１４ｄ,１２４ｄを、第１可動部
１１２および第２可動部１２２の隣り合う端部に備えている。補助接続部は、第１ベース
部１１４の左端下部に前方に突設された接続軸１１４ｄと、第２ベース部１２４の右端下
部に設けられ、主軸部１２０を中心とする円弧長孔形状の接続溝部１２４ｄとから構成さ
れ、第１ベース部１１４の前側に延在する接続溝部１２４ｄに接続軸１１４ｄが挿通され
ている(図８または図１４参照)。接続軸１１４ｄは、接続溝部１２４ｄの短手寸法と外形
が略同一に設定されて、接続溝部１２４ｄの長手方向に沿っての円弧軌跡の移動が許容さ
れる一方、主軸部１２０を中心とする円の半径方向への移動が規制されるようになってい
る。なお、接続軸１１４ｄの前端には、接続溝部１２４ｄの短手寸法より大きい接続規制
片１２１が取り付けられ、接続規制片１２１と接続溝部１２４ｄの開口縁の係止によって
接続軸１１４ｄの後方への移動が規制される。第１ベース部１１４は、左側部が上部と比
べて下部が第２可動部１２２側に突出するように形成され、この突出した部分の先端に接
続軸１１４ｄが設けられている。第２ベース部１２４は、右側部における上部および下部
が第１可動部１１２側に夫々突出するように形成され、上部に突出する部分の先端に第２
軸支持孔１２４ｃが設けられると共に、接続溝部１２４ｄが下部に突出する部分において
略左右方向に長手が延在するように設けられている。接続溝部１２４ｄは、第２ベース部
１２４の前面から壁が前方に立ち上がる筒状に形成されている。このように、可動体１１
０は、主軸部１２０で両可動部１１２,１２２を軸支するだけでなく、補助接続部で両可
動部１１２,１２２の姿勢変位軌跡が案内されるので、ガタツキなく円滑に姿勢変位させ
ることができる。
【００３１】
　前記第１意匠半体１１８は、左側部が第１ベース部１１４の左側部に合わせて形成され
ており、第１ベース部１１４の前側に重なる第２ベース部１２４における右側部の突出し
た部分を該第１意匠半体１１８で覆っている。第２意匠半体１２８は、右側部が第１意匠
半体１１８の左側部に合わせて形成されており、両可動部１１２,１２２の第１姿勢で、
両可動部１１２,１２２の隣り合う側縁が合致するようになっている(図４参照)。実施例
では、下部が第２可動部１２２側に突出形成された第１意匠半体１１８の左側部に対して
、第２意匠半体１２８の右側部上部が第１可動部１１２側に突出するよう形成されている
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。
【００３２】
　前記第１可動部１１２は、第１意匠半体１１８の右側部から第１ベース部１１４の右側
部が右側方へ突出するよう形成され、この突出部分が支持端部１１２ａとして表示開口部
３４ａ(表示部４０ａ)の右側に設けられた第１駆動部１４０に支持されている(図４,図５
または図８参照)。第２可動部１２２は、第２意匠半体１２８の左側部から第２ベース部
１２４の左側部が左側方へ突出するよう形成され、この突出部分が支持端部１２２ａとし
て表示開口部３４ａ(表示部４０ａ)の左側に設けられた第２駆動部１７０に支持されてい
る(図４,図５または図８参照)。このように、両可動部１１２,１２２の支持端部１１２ａ
,１２２ａは、前述の如く透明なベース部１１４,１２４で構成されている。
【００３３】
　前記ロック手段１３０は、両可動部１１２,１２２の第１姿勢での一体動作に際して第
１可動部１１２および第２可動部１２２の姿勢変位を規制するよう繋ぐ一方、両可動部１
１２,１２２の別体動作に際して第１可動部１１２および第２可動部１２２の相対的な姿
勢変位を許容するよう構成されている(図１３または図１６参照)。ロック手段１３０は、
第１可動部１１２に変位可能に設けられた係止部１３１と、第２可動部１２２に設けられ
、係止部１３１と係合する係止受部１３８と、係止部１３１を係止受部１３８から退避さ
せるように動かすソレノイド(ロック駆動手段)１３４と、係止部１３１を係止受部１３８
に係合する方向に向けて付勢する付勢手段１３５とを備えている(図８参照)。そして、ロ
ック手段１３０は、係止受部１３８から係止部１３１が退避したロック解除状態で第１可
動部１１２または第２可動部１２２の何れかを移動することで、係止受部１３８に押され
て退避して該係止受部１３８を乗り越えた係止部１３１が、付勢手段１３５に付勢されて
係止受部１３８に係合するよう構成されている。
【００３４】
　前記係止部１３１は、板状の部材であって、長手方向の略中間部位が第１ベース部１１
４に回動可能に支持されて、該第１ベース部１１４の前面と第１可動体発光基板１１６の
後面との間の空間に収容されている。より具体的には、係止部１３１は、略上方を凹とす
る弓形に湾曲するように形成されている(図８参照)。係止部１３１は、長手方向の略中央
部に前後に貫通形成された回動軸孔部１３１ａに、第１ベース部１１４の前面左側に前方
へ突出形成された係止部回動軸１１４ｅを嵌め合わせて軸支されている(図１４参照)。係
止部１３１には、回動軸孔部１３１ａを挟んで第２可動部１２２側(左側)に位置する先端
部に係止爪１３２が設けられ、回動軸孔部１３１ａを挟んで第１可動部１１２の支持端部
１１２ａ側(右側)の端部が、ソレノイド１３４に連結する後述するロックリンク１３６に
接続されている(図８参照)。係止爪１３２は、略左右方向に長手が延在する本体部分の先
端部から斜め下方向に延びるよう鉤状に形成されており、本体部分と延出部分とがなす内
角が鋭角になるように構成されている(図１３参照)。また、係止爪１３２は、該係止爪１
３２の第２可動部１２２に臨む外面(以下、第１当接面１３２ａという)が、本体部分から
該延出部分の先端に向かうにつれて第２可動部１２２側から離れるように傾斜する平坦形
状に形成されている(図８または図１３参照)。
【００３５】
　前記ソレノイド１３４は、第１可動部１１２の第１ベース部１１４の前面に設置されて
いる(図８参照)。ソレノイド１３４は、プランジャ１３４ａを第２可動部１２２側(左側)
に向けた姿勢で、第１ベース部１１４における左右中央から僅かに右側に偏倚した部位に
設置されている。ソレノイド１３４は、第１可動体発光基板１１６より前側に突出し、第
１意匠半体１１８の翼部分と比べて前方に膨出した形状の胴体部分に収容されるようにな
っている。ソレノイド１３４には、プランジャ１３４ａを第２可動部１２２側(左側)に向
けて変位するように付勢する付勢手段１３５が設けられている(図８参照)。付勢手段１３
５は、コイルばねであって、プランジャ１３４ａを囲んでコイルを収容する本体カバーと
プランジャ１３４ａの先端に半径方向外側に延出するよう設けられた鍔部との間に介挿さ
れている。そして、ソレノイド１３４は、通電するとプランジャ１３４ａが付勢手段１３
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５の付勢に抗してコイル(本体側)に引き込まれて第２可動部１２２側から離れるように変
位し(図１３(ｂ)参照)、非通電時に付勢手段１３５に付勢されてプランジャ１３４ａが第
２可動部１２２側に延びた状態(図１３(ａ)参照)となっている。
【００３６】
　前記ソレノイド１３４と係止部１３１とは、ロックリンク１３６を介して連結されてい
る(図８参照)。ロックリンク１３６は、左右方向に長手が延在する板状部材であって、こ
の長手方向に長手が延在するように前後に貫通形成されたリンク保持孔１３６ａを備えて
いる。ロックリンク１３６には、左右に離間してリンク保持孔１３６ａが２箇所設けられ
、第１ベース部１１４の前面に左右に離間して突出形成されたリンク保持軸１１４ｆ,１
１４ｆが、リンク保持孔１３６ａ,１３６ａに夫々挿通保持されている(図１４参照)。そ
して、ロックリンク１３６は、リンク保持孔１３６ａに対応のリンク保持軸１１４ｆを挿
通することで、第１ベース部１１４に対して左右方向(第２可動部１２２に対して接離す
る方向)に往復動可能に保持されている。なお、ロックリンク１３６は、リンク保持軸１
１４ｆに保持されて、上下および前方への変位が規制されている。ロックリンク１３６は
、第２可動部１２２側(左側)の端部に、前方に突出形成されたリンク接続軸１３６ｂを備
え、このリンク接続軸１３６ｂを係止部１３１における第１可動部１１２の支持端部１１
２ａ側(右側)に設けられたリンク接続溝１３１ｂに挿入することで、該係止部１３１と接
続される(図８参照)。ここで、ロックリンク１３６は、第２可動部１２２側(左側)の端部
が、係止部１３１の右側の端部後側に重なるように設置され、係止部１３１の長手に沿っ
て長手辺が延在する長孔形状に形成されたリンク接続溝１３１ｂに対してリンク接続軸１
３６ｂが後側から挿入される。ロック手段１３０では、プランジャ１３４ａの往復動に伴
うロックリンク１３６の直線的な往復変位が、リンク接続軸１３６ｂおよびリンク接続溝
１３１ｂによって、係止部１３１の回動軸孔部１３１ａを中心とする揺動変位に変換され
るよう構成されている。
【００３７】
　前記ロックリンク１３６は、第１可動部１１２の支持端部１１２ａ側(右側)の端部が、
該右端部に設けられたリンク係合部１３６ｃを介してプランジャに接続されている。リン
ク係合部には、前方が開口するように設けられた左右方向に対向する一対の壁片と、右側
(外側)の壁片に前縁からプランジャの軸を挿通可能な溝とにより所謂Ｔ溝が形成され、前
方から挿入したプランジャの鍔部を左右の壁片で挟んで保持するようになっている。
【００３８】
　前記係止受部１３８は、第２可動部１２２における第１可動部１１２に隣り合う端部に
設けられ、係止部１３１の係止爪１３２と対称的な形状で形成されている(図８参照)。係
止受部１３８は、第２ベース部１２４の右端下部の突出部分先端に設けられ、第１可動部
１１２の係止部１３１の下側に位置している。係止受部１３８は、略左右方向に長手が延
在する突出部分の先端から斜め上方向に延びるよう鉤状に形成されており、突出部分と該
係止受部１３８とがなす内角が鋭角になるように構成されている。また、係止受部１３８
は、該係止受部１３８の第１可動部１１２に臨む外面(以下、第２当接面１３８ａという)
が、突出部分から該係止受部１３８の先端に向かうにつれて第１可動部１１２側から離れ
るように傾斜する平坦形状に形成されている。このように、ロック手段１３０では、係止
部１３１の係止爪１３２が下方に屈曲する鉤状であるのに対して、係止受部１３８が上方
に屈曲する鉤状に形成されている。
【００３９】
　前記ロック手段１３０は、ソレノイド１３４の通電時(駆動時)に本体に引き込まれるプ
ランジャ１３４ａと共にロックリンク１３６が右方へ変位し、これにより右端部が右方に
引っ張られた係止部１３１が係止部回動軸１１４ｅを中心に時計回りに揺動するよう構成
される(図１３参照)。この際、係止爪１３２は、係止受部１３８から離間するように上方
へ変位する。ロック手段１３０は、ソレノイド１３４の非通電時(非駆動時)に付勢手段１
３５に押されて伸びるプランジャ１３４ａと共にロックリンク１３６が左方へ変位し、こ
れにより右端部が左方へ押された係止部１３１が係止部回動軸１１４ｅを中心に反時計回
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りに揺動するよう構成される。この際、係止爪１３２は、係止受部１３８に近接するよう
に下方へ変位する。第１ベース部１１４の左側上部には、係止部１３１の右端部の左側に
位置して、該第１ベース部１１４の前面に立ち上がるロック規制壁１１４ｇが設けられて
いる(図８または図１４参照)。ロック規制壁１１４ｇは、付勢手段１３５に付勢されて左
方へ変位するロックリンク１３６に押されて時計回りに回動する係止部１３１の右端部左
側面に当接して、該係止部１３１を係止爪１３２が係止受部１３８に引っ掛かったロック
状態で位置規制するようになっている(図８参照)。
【００４０】
　前記ロック手段１３０は、両可動部１１２,１２２の第１姿勢で係止部１３１の係止爪
１３２と係止受部１３８とが引っ掛かったロック状態にあり、両可動部１１２,１２２が
主軸部１２０を中心として折れ曲がるように姿勢変位するのを規制するようになっている
(図８または図１３(ａ)参照)。ロック手段１３０は、ソレノイド１３４によりロックリン
ク１３６を介して係止部１３１を時計回りに回動することで、係止爪１３２が係止受部１
３８から上方に退避してロック解除状態になり、両可動部１１２,１２２が主軸部１２０
を中心として折れ曲がるように姿勢変位するのを許容するようになっている(図１３(ｂ)
または図１６(ｂ),(ｃ)参照)。ロック手段１３０は、両可動部１１２,１２２の第２姿勢
から第１姿勢に戻す際に、係止受部１３８の第２当接面１３８ａに当接した係止爪１３２
の第１当接面１３２ａが両者の傾斜に案内されて係止部１３１が右方に押されて、付勢手
段１３５の付勢に抗して係止部１３１が時計回りに回動して、係止爪１３２が係止受部１
３８の爪部分を乗り越えるようになっている。このように、ロック手段１３０は、両可動
部１１２,１２２を第１姿勢から第２姿勢に変位する際にソレノイド１３４を駆動して係
止部１３１を変位するが、両可動部１１２,１２２を第２姿勢から第１姿勢に変位する際
に、ソレノイド１３４を駆動することなく、第１姿勢で係止爪１３２が係止受部１３８に
引っ掛かるよう構成されている。
【００４１】
　前記ロック手段１３０は、ロックリンク１３６の右端部に設けられたリンク係合部１３
６ｃの後面に後方に突出するロック操作片１３６ｄを備えている(図１３参照)。ロック操
作片１３６ｄは、該ロック操作片１３６ｄに対応して第１ベース部１１４に開設されたロ
ック操作開口１１４ｈに臨んでいる(図１１参照)。ロック操作開口１１４ｈは、ロックリ
ンク１３６のロック状態とロック解除状態との左右変位幅より大きく設定され、該ロック
操作開口１１４ｈに挿入されたロック操作片１３６ｄの変位を許容するようになっている
。ロック手段１３０は、ロック状態でロック操作開口１１４ｈを介して後側に露出してい
るロック操作片１３６ｄを、指先または工具で右方へ向けて操作することで、ソレノイド
１３４によらず、係止部１３１の係止爪１３２を係止受部１３８から退避してロック解除
状態にすることができる。可動演出装置１００は、ソレノイド１３４が電気的に接続され
ていない状態であっても、ロック操作片１３６ｄの操作によりロック手段１３０のロック
状態を解除して第１可動部１１２および第２可動部１２２を姿勢変位することができる。
従って、可動演出装置１００は、組み立て工程や検査工程等の製造の場面、パチンコ機を
設置した後のメンテナンスの場面で、可動体１１０を取り扱い易い。
【００４２】
　前記可動体１１０は、設置部材３４において表示開口部３４ａを挟んで対向する部位に
配設された一対の駆動部１４０,１７０によって、両端部が遊技盤２０の盤面と平行移動
可能に支持されている(図４,図５,図８～図１０参照)。また、可動体１１０は、第１可動
部１１２が設置部材３４における表示開口部３４ａの右側に設けられた第１駆動部１４０
によって動作され、第２可動部１２２が設置部材３４における表示開口部３４ａの左側に
設けられた第２駆動部１７０によって動作されるようになっている(図１５または図１６
参照)。可動演出装置１００は、駆動部１４０,１７０によって、両可動部１１２,１２２
を同期させて移動することで前記一体動作を行い、両可動部１１２,１２２を同期させず
に相対的に移動することで前記別体動作を行うようになっている。各駆動部１４０,１７
０は、表示開口部３４ａ(表示部４０ａ)の側縁辺に沿って離間配置された一対の回転体１
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４２,１４４,１７２,１７４と、一対の回転体１４２,１４４,１７２,１７４に巻き掛けら
れた無端のベルト１４６,１７６と、このベルト１４６,１７６に固定されて、可動体１１
０の支持端部(端部)１１２ａ,１２２ａを保持する保持部１４８,１７８と、回転体を回転
駆動するモータ１５２,１８２とを夫々備えており、所謂ベルト駆動機構である(図１５参
照)。そして、各駆動部１４０,１７０は、ベルト１４６,１７６の回転により遊技盤２０
の盤面と平行に往復移動する保持部１４８,１７８によって、対応の可動部１１２,１２２
の支持端部１１２ａ,１２２ａを動かすようになっている(図１６参照)。なお、実施例で
は、各駆動部１４０,１７０のモータ１５２,１８２として、正逆駆動可能なステッピング
モータが用いられている。以下の説明では、第１駆動部１４０の構成部材に「第１」を付
すと共に、第２駆動部１７０の構成部材に「第２」を付して区別する。
【００４３】
　前記第１駆動部１４０は、一対の第１回転体１４２,１４４、第１ベルト１４６および
第１保持部１４８が矩形箱状の第１ケース１５４に収容されると共に、該第１ケース１５
４に第１モータ１５２が取り付けられて、ユニット化されている(図６または図１５参照
。第１ケース１５４は、前側に開口する略矩形トレイ状の後ケース部１５５と、後側に開
口する略矩形トレイ状の前ケース部１５６とからなり、両ケース部１５５,１５６が互い
の開口縁を突き合わせて組み付けられている。第１ケース１５４は、後ケース部１５５が
その長手を上下に沿わせて設置部材３４における設置板部３５の右側部前面にネジ等によ
り固定され、後ケース部１５５の前側に前ケース部１５６が取り付けられる。第１ケース
１５４には、後ケース部１５５の下壁部に左右に離間して設けられた一対のケース組付孔
(図示せず)に対して、前ケース部１５６の下壁部に左右に離間して下方へ突設されたケー
ス組付片１５６ａ(図１５参照)を挿入し、両ケース部１５５,１５６の上部をネジ止めす
ることで、後ケース部１５５と前ケース部１５６との間に収容スペースが画成された状態
で組み付けられる(図６参照)。第１ケース１５４の左側面(表示開口部３４ａ側)には、上
下に大きく開口した第１ケース開口１５４ａが設けられ、この第１ケース開口１５４ａを
介して第１保持部１４８の左縁部が左方へ延出するようになっている(図８または図９参
照)。
【００４４】
　前記第１モータ１５２は、第１ケース１５４における後ケース部１５５の上部後面に、
第１出力軸１５２ａを前方に臨ませた姿勢で取り付けられている(図６参照)。設置部材３
４には、第１モータ１５２の設置部位に対応して右側部上部に第１モータ開口(図示せず)
が開設されており、第１モータ１５２が第１モータ開口を介して設置部材３４の後側に突
出している。第１モータ１５２の第１出力軸１５２ａは、後ケース部１５５の前側に突出
して、第１ケース１５４の内部の収容スペースに臨むようになっている。第１出力軸１５
２ａの前端には、一方の第１回転体(以下、第１駆動回転体１４２という)が固定されてい
る(図６,図９または図１５参照)。また、第１駆動回転体１４２の下方には、他方の第１
回転体(以下、第１従動回転体１４４という)が第１ケース１５４に対して回転可能に設け
られている。なお、両第１回転体１４２,１４４は、前後方向を軸として回転するように
構成される。そして、対をなす第１回転体１４２,１４４は、上下に延在する表示部４０
ａ(表示開口部３４ａ)の右側縁に沿って上下に離間するように配置されている。第１駆動
回転体１４２は、外周面に凹凸を有する歯付きプーリであるのに対して、第１従動回転体
１４４は、外周面が平坦な平プーリが採用され、両者の外径は同じに設定されている(図
１５参照)。第１回転体１４２,１４４には、外周面を軸方向に挟んで該外周面全周に亘っ
て半径方向外側に突出する一対の突縁が設けられ、該回転体の外周面に巻き掛けた第１ベ
ルト１４６が一対の突縁の間に保持されるようになっている(図６参照)。
【００４５】
　前記第１駆動回転体１４２は、第１出力軸１５２ａに固定される後駆動回転半体１４２
ａと、この後駆動回転半体１４２ａの前側に取り付けられる前駆動回転半体１４２ｂとか
らなり、後駆動回転半体１４２ａに対して前駆動回転半体１４２ｂが軸方向に分離可能に
なっている(図１５参照)。後駆動回転半体１４２ａは、第１駆動回転体１４２の第１ベル
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ト１４６が巻き掛けられる外周面および該外周面の後縁から半径方向外側に延出する後側
の突縁を有し、中央に前方に第１出力軸１５２ａが挿入されている。前駆動回転半体１４
２ｂは、前側の突縁を構成する円盤状の部材であって、中央が第１出力軸１５２ａに接続
されている。また、前ケース部１５６の後面には、第１駆動回転体１４２の前側に対応す
る位置に環状に突出形成された上軸保持壁片１５６ｂが設けられ(図１５参照)、上軸保持
壁片１５６ｂの内側に第１駆動回転体１４２の前側に突出した第１出力軸１５２ａが収容
され、該上軸保持壁片１５６ｂに嵌って第１駆動回転体１４２の前側が保持されるように
なっている(図６参照)。
【００４６】
　前記第１従動回転体１４４は、後従動回転半体１４４ａと、この後従動回転半体１４４
ａの前側に取り付けられる前従動回転半体１４４ｂとからなり、後従動回転半体１４４ａ
に対して前従動回転半体１４４ｂが軸方向に分離可能になっている(図１５参照)。後従動
回転半体１４４ａは、第１従動回転体１４４の第１ベルト１４６が巻き掛けられる外周面
および該外周面の後縁から半径方向外側に延出する後側の突縁によって略ハット形状に本
体部分が形成され、この本体部分の中央両面に回転軸部１４４Ａａが突設されている。前
従動回転半体１４４ｂは、前側の突縁を構成する円盤状の部材であって、中央に後従動回
転半体１４４ａの前側の回転軸部１４４Ａａが挿通接続されている。また、前ケース部１
５６の後面には、第１従動回転体１４４の前側に対応する位置に環状に突出形成された下
軸保持壁片１５６ｃが設けられ(図１５参照)、下軸保持壁片１５６ｃの内側に前従動回転
半体１４４ｂの前側に突出した回転軸部１４４Ａａが収容され、該上軸保持壁片１５６ｂ
に沿って第１従動回転体１４４の前側が保持されるようになっている(図６参照)。
【００４７】
　前記第１ベルト１４６は、第１駆動回転体１４２の外周面と第１従動回転体１４４の外
周面との間に巻き掛けられている(図９参照)。第１ベルト１４６は、内側に凹凸を有する
歯付き平ベルトであって、内側の凹凸が第１駆動回転体１４２の外周面に設けられた凹凸
に噛み合うようになっている。第１ベルト１４６は、第１駆動回転体１４２と第１従動回
転体１４４との間に一対の直線部が左右に平行な関係で延在し、該第１ベルト１４６によ
って前後方向に開口する環が構成されている。第１ベルト１４６は、表示部４０ａ(表示
開口部３４ａ)の右側縁と平行に延在し、第１モータ１５２により回転する第１駆動回転
体１４２に伴って走行するようになっている。
【００４８】
　前記第１保持部１４８は、第１ベルト１４６における内側(表示開口部３４ａ側：左側)
の直線部に固定されて(図９参照)、第１ベルト１４６の走行につれて第１駆動回転体１４
２と第１従動回転体１４４との間を遊技盤２０の盤面と平行に往復移動するようになって
いる。第１保持部１４８は、一対の第１回転体１４２,１４４の離間方向に沿って延在す
る第１シャフト(シャフト)１５８に上下方向にスライド移動可能に支持されている(図６
参照)。第１シャフト１５８は、金属の丸棒材であって、後ケース部１５５において第１
出力軸１５２ａの下側から下壁部に亘って上下に架け渡して設けられている(図１０参照)
。すなわち、第１保持部１４８は、第１シャフト１５８によって該第１シャフト１５８に
沿う上下への往復移動以外の変位が規制される。また、第１駆動部１４０では、第１保持
部１４８にかかる可動体１１０(第１可動部１１２)の荷重を第１シャフト１５８で受ける
ようになっている。
【００４９】
　前記第１保持部１４８は、第１ベルト１４６の後側に設けられる第１後保持半体１４９
と、この第１後保持半体１４９の第１ベルト１４６を挟んだ前側に設けられる第１前保持
半体１５０とを備えている(図１４参照)。第１後保持半体１４９は、後ケース部１５５に
おける左右の壁部の間に亘って延在する板状の本体部分１４９ａと、この本体部分１４９
ａの後面に形成された円筒状の第１保持筒部１４９ｂ(図１５参照)と、本体部分１４９ａ
の前面に突出形成され、上下方向に沿う板面の内側(表示開口部３４ａ側：左面)に凹凸が
形成されたベルト係合片１４９ｃとを備えている(図１４参照)。第１後保持半体１４９は
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、第１保持筒部１４９ｂに第１シャフト１５８を挿通して取り付けられると共に本体部分
１４９ａの後面を後ケース部１５５の左右の壁部前端に突き当てて保持され(図６参照)、
本体部分１４９ａの左縁部が後ケース部１５５の左壁部より内側(表示開口部３４ａ側：
左面)に第１ケース開口１５４ａを介して延出するよう構成されている(図９参照)。
【００５０】
　前記第１前保持半体１５０は、図１４に示すように板状の部材であって、第１後保持半
体１４９における本体部分１４９ａ前側に第１ベルト１４６を収容する隙間をあけて取り
付けられている。第１前保持半体１５０は、板面が上下方向に延在するベルト保持片(図
示せず)が後面に突出形成されている。ベルト保持片は、ベルト係合片１４９ｃの左側に
対向するように設けられ、ベルト係合片１４９ｃとの間に第１ベルト１４６を挟むように
なっている。第１前保持半体１５０は、左縁部が第１ケース１５４の第１ケース開口１５
４ａを介して内側(表示開口部３４ａ側：左面)に延出するよう構成されている。第１保持
部１４８は、第１後保持半体１４９のベルト係合片１４９ｃが第１ベルト１４６のなす環
の内側に位置すると共に凹凸が互いに噛み合い、第１ベルト１４６のなす環の外側に位置
する平坦なベルト保持片が該第１ベルト１４６の外側に摺接するようになっている。そし
て、第１保持部１４８は、ベルト係合片１４９ｃとベルト保持片に挟持されたもとで、第
１ベルト１４６の走行に伴って、第１駆動回転体１４２と第１従動回転体１４４との間を
上下方向に往復移動するようになっている。
【００５１】
　前記第１駆動部１４０は、第１ベルト１４６を張りを保つ第１テンショナー１６０を備
えている(図６参照)。第１テンショナー１６０は、第１シャフト１５８にスライド変位可
能に支持され、第１従動回転体１４４を回転可能に保持する回転体保持部１６２と、この
回転体保持部１６２を第１駆動回転体１４２から離れる下方へ付勢する弾性部材１６４と
から構成されている(図１５参照)。回転体保持部１６２は、前後に対向して延在する一対
の板片を備え、これらの板片に下方に開口する凹溝１６２ａが夫々形成されている(図９
参照)。回転体保持部１６２は、第１従動回転体１４４の後従動回転半体１４４ａに設け
られた後側の回転軸部１４４Ａａを後側の板片の凹溝１６２ａで回転可能に保持すると共
に、前従動回転半体１４４ｂの前側に突出した回転軸部１４４Ａａを前側の板片の凹溝１
６２ａで回転可能に保持するようになっている。弾性部材１６４は、第１シャフト１５８
を囲うように設けられたコイルばねであって、第１ケース１５４の後ケース部１５５の下
側に偏倚して設けられたコイル支持壁片１５５ａと回転体保持部との間に介挿されている
(図９参照)。回転体保持部１６２の下方変位は、後ケース部１５５の下壁部によって規制
されるようになっている。なお、第１従動回転体１４４に対応する前ケース部１５６の下
軸保持壁片１５６ｃは、該第１従動回転体１４４の上下方向の移動を許容するように上下
に延在するよう形成されている。第１テンショナー１６０は、回転体保持部１６２で回転
可能に保持した第１従動回転体１４４を第１駆動回転体１４２から離れる方向にテンショ
ンをかけることで、第１ベルト１４６の緊張状態を保つようになっている(図７の１点鎖
線参照)。
【００５２】
　前記第１保持部１４８には、第１ベルト１４６より表示開口部３４ａ側に位置した左縁
部に、第１可動部１１２の支持端部１１２ａが回動可能に接続されている。実施例では、
第１保持部１４８の第１後保持半体１４９の前面に突設された軸に支持端部１１２ａに形
成された軸孔を嵌め合わせることで(図１４参照)、第１可動部１１２と第１駆動部１４０
とが接続されている。第１可動部１１２の支持端部１１２ａには、第１保持部１４８への
接続部位の下側に突当案内部１１３が設けられている(図８または図９参照)。突当案内部
１１３は、円柱状に形成されており、第１可動部１１２の支持端部１１２ａに対して前後
を軸として回転可能に支持されている。そして、突当案内部１１３は、後ケース部１５５
の左壁部左面に当接することで、第１可動部１１２における第１保持部１４８との接続部
位を中心とした下方変位(反時計回りの回動)を規制するよう構成される(図５参照)。第１
可動部１１２は、第１保持部１４８との接続部位を中心とした上方変位(時計回りの回動)
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が下方変位と比べて大きく許容されるようになっている。
【００５３】
　前記第１ケース１５４には、収容スペースの上部に位置して第１原位置検知手段１６６
が前ケース部１５６に設置されている(図１０参照)。実施例の第１原位置検知手段１６６
は、対向配置された発光部と受光部を有するフォトセンサが用いられている。第１保持部
１４８には、第１前保持半体１５０の上縁左側に上方に延出する第１検知片１５１が設け
られている(図９または図１４参照参照)。第１駆動部１４０は、可動体１１０(第１可動
部１１２)が最上部に位置する待機位置において、第１保持部１４８が最上部に位置し、
第１検知片１５１が第１原位置検知手段１６６の発光部と受光部との間に臨んで該第１原
位置検知手段１６６で第１検知片１５１が検知される(図４または図９参照)。これにより
、パチンコ機１０において、第１可動部１１２が待機位置にあることが分かる。
【００５４】
　前記第２駆動部１７０は、一対の第２回転体１７２,１７４、第２ベルト１７６および
第２保持部１７８が、設置部材３４における設置板部３５の左側部とこの左側部の前側に
設けられた第２ケース１８４との間に収容されると共に、第２モータ１８２が第２ケース
１８４の外側に設けられている(図７参照)。第２ケース１８４は、後側に開口する略矩形
トレイ状に形成され、設置部材３４の左側部前側を覆うと共に設置部材３４の前端と前面
を揃えて該設置部材３４に取り付けられている。第２ケース１８４の左側面(表示開口部
３４ａ側)には、設置部材３４の左側部前面との間に上下に大きく開口した第２ケース開
口(図示せず)が設けられ、この第２ケース開口を介して第２保持部１７８の右縁部が右方
へ延出するようになっている。
【００５５】
　前記第２モータ１８２は、設置部材３４における左側部の上下方向中央より下側に偏倚
した部位に設けられたモータ設置片３５ａに設置され、第２ケース１８４の下側に外れた
位置に配置されている。モータ設置片３５ａは、設置部材３４における設置板部３５の左
側部前面に前方に突出するよう形成され、上下方向に延在する板面における外側(左面)に
第２モータ１８２が設置されている。第２モータ１８２は、モータ設置片３５ａに前方に
開放するように凹設された出力軸溝に第２出力軸１８２ａを挿通して、該モータ設置片３
５ａの右側(表示開口部３４ａ側)に第２出力軸１８２ａの先端を臨ませた状態になってい
る。このように、第２モータ１８２は、第２出力軸１８２ａが左右方向に延在している。
第２出力軸１８２ａの先端には、出力側歯車１８３Ａが固定され、この出力側歯車１８３
Ａが、第２モータ１８２の上側に設置される第２回転体(以下、第２駆動回転体１７２と
いう)の回転体軸１７３に固定された伝達側歯車１８３Ｂに噛み合い、第２モータ１８２
の回転が出力側歯車１８３Ａおよび伝達側歯車１８３Ｂを介して第２駆動回転体１７２に
伝達されるようになっている(図８、図９または図１５参照)。
【００５６】
　前記第２駆動部１７０は、表示開口部３４ａの左縁部に沿う上下に離して配置された一
対の第２回転体１７２,１７４を備えている(図７または図９参照)。前述のように、第２
駆動回転体１７２は、設置部材３４における左側部の上下方向中央より下側に偏倚した部
位(表示開口部３４ａの左側縁下部)に位置して、第２モータ１８２の上側に隣り合わせて
設置されている。一方、第２駆動回転体１７２の上側には、第２回転体(以下、第２従動
回転体１７４という)が、表示開口部３４ａから上側に外れた部位に設けられている。こ
のように、対をなす第２回転体１７２,１７４は、上下に延在する表示部４０ａの左側縁
に沿って上下に離間するように配置されている。両第２回転体１７２,１７４は、左右方
向を軸として回転するように構成される。第２駆動回転体１７２は、外周面に凹凸を有す
る歯付きプーリであるのに対して、第２従動回転体１７４は、外周面が平坦な平プーリが
採用され、両者の外径は同じに設定されている。各第２回転体１７２,１７４には、外周
面を軸方向に挟んで該外周面全周に亘って半径方向外側に突出する一対の突縁が設けられ
、該第２回転体１７２,１７４の外周面に巻き掛けた第２ベルト１７６が一対の突縁の間
に保持されるようになっている。
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【００５７】
　前記第２駆動回転体１７２は、右駆動回転半体１７２Ａと、この右駆動回転半体１７２
Ａの左側に取り付けられる左駆動回転半体１７２Ｂとからなり、右駆動回転半体１７２Ａ
に対して左駆動回転半体１７２Ｂが軸方向に分離可能になっている(図１５参照)。右駆動
回転半体１７２Ａは、第２駆動回転体１７２において第２ベルト１７６を支持する巻き掛
け面を構成する円盤部分およびこの円盤部分の右縁から半径方向外側に延出する右側の突
縁によって略ハット形状に形成されており、右面中央に右方に突出形成された右支持ボス
部１７２Ａａを備えている。左駆動回転半体１７２Ｂは、左側の突縁を構成する円盤状の
部材であって、左面中央に左方に突出形成された左支持ボス部１７２Ｂａを備えている。
第２駆動回転体１７２は、両支持ボス部１７２Ａａ,１７２Ｂａの中央に回転体軸１７３
を挿通固定することで、右駆動回転半体１７２Ａおよび左駆動回転半体１７２Ｂが組み合
わせられ、この回転体軸１７３の右端に前述した伝達用歯車１８３Ｂが固定されている。
第２駆動回転体１７２は、設置部材３４における設置板部３５の左側部前面に左右に離間
して対向するよう突出形成された下回転体保持片３５ｂ,３５ｂを介して回転可能に支持
されている(図７,図９または図１０参照)。より具体的には、第２駆動回転体１７２は、
各下回転体保持片３５ｂ,３５ｂに前側に開放するように形成された回転体保持溝(図示せ
ず)に対応する側の支持ボス部１７２Ａａ,１７２Ｂａを夫々挿入し、下回転体保持片３５
ｂ,３５ｂの前端に突き合わせて取り付けられる第２ケース１８４によって回転体保持溝
を塞ぐことで保持されるようになっている。
【００５８】
　前記第２従動回転体１７４は、右従動回転半体１８４Ａと、この右従動回転半体１８４
Ａの左側に取り付けられる左従動回転半体１８４Ｂとからなり、右従動回転半体１８４Ａ
に対して左従動回転半体１８４Ｂが軸方向に分離可能になっている(図１５参照)。右従動
回転半体１８４Ａは、第２従動回転体１７４において第２ベルト１７６を支持する巻き掛
け面を構成する円盤部分およびこの円盤部分の右縁から半径方向外側に延出する右側の突
縁によって略ハット形状に形成されており、左右の面中央に突出形成された一対の支持ボ
ス部１７４Ａａ,１７４Ａｂを備えている。左従動回転半体１７４Ｂは、左側の突縁を構
成する円盤状の部材であって、中央に開設された支持ボス孔に右従動回転半体の左側の支
持ボス部１７４Ａｂを挿通して、右従動回転半体１７４Ａに組み付けられる。なお、左従
動回転半体１７４Ｂには、中央から半径方向外側に偏倚した部位に該中央を挟んで対称な
関係で位置決め孔が設けられており、右従動回転半体１７４Ａの左面に突設された位置決
め突起が位置決め孔に嵌合して、左右の従動回転半体１７４Ａ，１７４Ｂが回転しないよ
う取り付けられる。第２従動回転体１７４は、設置部材３４における設置板部３５の左側
部前面に左右に離間して対向するよう突出形成された上回転体保持片３５ｃ,３５ｃを介
して回転可能に支持されている(図７,図９または図１０参照)。左右の上回転体保持片３
５ｃ,３５ｃは、設置部材３４の前面に棚状に突出形成された棚状の部位であり、上下に
延在する片部の下端に互いに近接する横方向に延在する片部が連なる鉤状に構成されてい
る。また、上回転体保持片３５ｃは、前端にも上下の片部および横方向の片部に連ねて片
部が設けられている。上回転体保持片３５ｃは、上下の片部の内側(右側の上回転体保持
片であれば左側、左側の上回転体保持片であれば右側)に設置部材３４の前面に突設され
た内側の片部と、前側の片部との間の隙間に対応の支持ボス部１７４Ａａ,１７４Ａｂを
横方向の片部に載置すると共に(図７参照)、対向する上下に延在する片部の間に第２従動
回転体１７４を挟んで位置規制するように構成される。
【００５９】
　前記第２ベルト１７６は、第２駆動回転体１７２の外周面と第２従動回転体１７４の外
周面との間に巻き掛けられている(図７または図９参照)。第２ベルト１７６は、内側に凹
凸を有する歯付き平ベルトであって、内側の凹凸が第２駆動回転体１７２の外周面に設け
られた凹凸に噛み合うようになっている。第２ベルト１７６は、第２駆動回転体１７２と
第２従動回転体１７４との間に一対の直線部が前後に平行な関係で延在し、該第２ベルト
１７６によって左右方向に開口する環が構成されている(図７参照)。第２ベルト１７６は
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、表示部４０ａ(表示開口部３４ａ)の左側縁と平行に延在し、第２モータ１８２により回
転する第２駆動回転体１７２に伴って走行するようになっている。
【００６０】
　前記第２保持部１７８は、第２ベルト１７６における後側の直線部に固定されて、第２
ベルト１７６の走行につれて第２駆動回転体１７２と第２従動回転体１７４との間を遊技
盤２０の盤面と平行に往復移動するようになっている。また、第２保持部１７８は、一対
の第２回転体１７２,１７４の離間方向に沿って延在する第２シャフト(シャフト)１８８
に上下方向にスライド移動可能に支持されている(図７または図９参照)。第２シャフト１
８８は、金属の丸棒材であって、設置部材３４の上部から第２モータ１８２の上側までに
亘って上下に架け渡して設けられている(図１０参照)。すなわち、第２保持部１７８は、
第２シャフト１８８によって該第２シャフト１８８に沿う上下への往復移動以外の変位が
規制される。また、第２駆動部１７０は、第２保持部１７８にかかる可動体１１０(第２
可動部１２２)の荷重を第２シャフト１８８で受けるようになっている。ここで、可動演
出装置１００では、左右の駆動部１４０,１７０においてベルト１４６,１７６の直線部お
よびシャフト１５８,１８８が平行な関係になっている(図９または図１０参照)。
【００６１】
　前記第２保持部１７８は、第２ベルト１７６の後側に設けられる第２後保持半体１７９
と、この第２後保持半体１７９の第２ベルト１７６を挟んだ前側に設けられる第２前保持
半体１８０とを備えている(図１４参照)。第２後保持半体１７９は、板状の本体部分１７
９ａの左側部後側に設けられた円筒状の第２保持筒部１７９ｂに第２シャフト１８８を挿
通して該第２シャフト１８８に取り付けられ(図７参照)、この本体部分１７９ａの前面に
上下に延在形成されたベルト規制片１７９ｃが第２ベルト１７６の右縁に沿うようになっ
ている。なお、第２シャフト１８８は、第２ベルト１７６の左側に配置されている(図９
参照)。また、第２後保持半体１７９は、第２ベルト１７６を挟んで第２保持筒部１７９
ｂと反対側の右側部後面が、表示開口部３４ａの開口縁を覆うように設けられた左側の飾
り発光カバー３６の前面に上下に延在するスライド支持片３６ａに当接するようになって
いる。第２前保持半体１８０は、第２後保持半体１７９の本体部分１７９ａに整合する形
状の板状部材であって、第２後保持半体１７９に対して第２ベルト１７６を収容する隙間
をあけて取り付けられている。第２前保持半体１８０の後面には、第２ベルト１７６の後
側の直線部内側の凹凸に噛み合う凹凸を柚有するベルト係合部(図示せず)が設けられ、第
２保持部１７８は、第２前保持半体１８０のベルト係合部と第２後保持半体１７９の前面
との間に第２ベルト１７６を挟むようになっている。そして、第２保持部１７８は、第２
前保持半体１８０のベルト係合部と第２後保持半体１７９の前面に挟持した第２ベルト１
７６の走行に伴って、第２駆動回転体１７２と第２従動回転体１７４との間を上下方向に
往復移動するようになっている。
【００６２】
　前記第２駆動部１７０は、第２ベルト１７６の張りを保つ第２テンショナー１９０を備
えている(図７または図９参照)。第２テンショナー１９０は、第２ケース１８４の後面に
第２駆動回転体１７２側に偏倚して設けられ、第２ベルト１７６における前側の直線部に
当接するようになっている(図７参照)。第２テンショナー１９０は、第２ケース１８４の
後面に上部が左右方向を軸として揺動可能に支持されたテンションアーム１９２と、この
テンションアーム１９２と第２ケース１８４との間に介挿され、テンションアーム１９２
を後方へ向けて付勢するテンションばね１９４と、テンションアーム１９２の左右の軸回
りに回転可能に支持され、第２ベルト１７６に当接する円筒状のテンション当接部１９６
とから構成されている(図１５参照)。第２ケース１８４の後面には、テンションアームの
左側に位置して、後側が閉じた規制溝を有する門型のテンション規制部１８５が設けられ
、テンションアーム１９２の左側縁に左方に突出するアーム規制片１９２ａがテンション
規制部１８５の規制溝に挿入されている。そして、第２テンショナー１９０では、テンシ
ョンばね１９４の付勢によるテンションアーム１９２の後方への揺動を、テンション規制
部１８５における規制溝の閉塞端にアーム規制片１９２ａが当接することで止めるように
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なっている。第２テンショナー１９０は、テンションばね１９４によって後方へ付勢され
たテンションアーム１９２の先端に設けたテンション当接部１９６が第２ベルト１７６に
おける前側の直線部に当接し、該直線部を後方へ押すように張りを与えるよう構成される
。第２テンショナー１９０は、第２ベルト１７６の走行時にテンション当接部１９６が回
転するので、第２ベルト１７６への負荷を最小限に抑えることができる。
【００６３】
　前記第２保持部１７８には、第２ベルト１７６より表示開口部３４ａ側に位置した右縁
部に、第２可動部１２２の支持端部１２２ａが回動可能に接続されている(図８または図
９参照)。第２可動部１２２は、支持端部１１２ａに設けた長孔形状の接続孔部１２２ｂ
に、第２保持部１７８における第２後保持半体１７９の右側部前面中央に突設された接続
ボス部１７９ｄを係合することで、接続孔部１２２ｂの長手に沿うスライド移動および回
動可能に支持される(図１４参照)。ここで、接続孔部１２２ｂは、第２駆動部１７０との
接続部位から第２可動部１２２の延出方向に沿って長手が延在するよう形成され、第２可
動部１２２(可動体１１０)が接続孔部１２２ｂの長手方向に沿って動くことで、第１可動
部１１２および第２可動部１２２の姿勢変位や可動体１１０の傾動動作(図３(ｂ)参照)に
伴う該可動体１１０の左右方向の変位を吸収するようになっている。
【００６４】
　前記設置部材３４における設置板部３５の左側部前面には、第２ベルト１７６の左側に
上下に離間して一対の第２原位置検知手段１９８,１９８が設置されている(図９または図
１０参照)。実施例の第２原位置検知手段１９８は、対向配置された発光部と受光部を有
するフォトセンサが用いられている。第２保持部１７８には、第２後保持半体１７９の左
側面に左方に延出する第２検知片１８１が設けられている。第２駆動部１７０は、可動体
１１０(第２可動部１２２)が最上部に位置する待機位置において、第２保持部１７８が最
上部に位置し、第２検知片１８１が上側の第２原位置検知手段１９８の発光部と受光部と
の間に臨んで該第２原位置検知手段１９８で第２検知片１８１が検知される(図１６(ａ)
参照)。第２駆動部１７０は、可動体１１０(第２可動部１２２)が最下部に位置する動作
位置において、第２保持部１７８が最下部に位置し、第２検知片１８１が下側の第２原位
置検知手段１９８の発光部と受光部との間に臨んで該第２原位置検知手段１９８で第２検
知片１８１が検知される(図１６(ｂ)参照)。これにより、パチンコ機１０において、第２
可動部１２２が待機位置または動作位置における下限にあることが分かる。
【００６５】
　前記可動演出装置１００は、左右の駆動部１４０,１７０がベルト駆動機構を採用して
いることは共通するものの、以下のような構成の違いがある。第１駆動部１４０は、一対
の第１回転体１４２,１４４が前後方向を軸として回転可能に設けられ、一対の第１回転
体１４２,１４４に巻き掛けた第１ベルト１４６が前後に開口した環をなすよう構成され
ている(図９参照)。これに対して、第２駆動部１７０は、一対の第２回転体１７２,１７
４が左右方向を軸として回転可能に設けられ、一対の第２回転体１７２,１７４に巻き掛
けた第２ベルト１７６が左右に開口した環をなすよう構成されている(図７参照)。また、
第１駆動部１４０および第２駆動部１７０は、設置部材３４の上側に位置する回転体１４
２,１７４の上下位置がおおよそ揃っているが、第１駆動部１４０の下側の第１従動回転
体１４４と比べて第２駆動部１７０の下側の第２駆動回転体１７２が下方に配置されてい
る。これに対応して、第１駆動部１４０と比べて第２駆動部１７０の第２シャフト１８８
が長く設定されている。すなわち、第２駆動部１７０は、第１駆動部１４０の第１保持部
１４８より第２保持部１７８の上下の変位範囲が大きく設定され、第２可動部１２２の支
持端部１２２ａを第１可動部１１２の支持端部１１２ａと比べて下方まで動かすことがで
きるようになっている(図１６(ｂ)参照)。
【００６６】
　前記可動演出装置１００は、第１駆動部１４０の第１ケース１５４が不透明な樹脂部材
で構成されているのに対し、第２駆動部１７０の第２ケース１８４が透明な樹脂部材で構
成されており、第２回転体１７２,１７４および第２ベルト１７６を第２ケース１８４を
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介して前側から視認可能になっている。また、第１駆動部１４０は、第１ケース１５４の
右側面に第１ベルト１４６の延在位置に合わせて開口が設けられており、透明な設置部材
３４の右側面を介して第１ベルト１４６および該第１回転体１４２,１４４の第１ベルト
１４６が巻き掛かった部位が横側から視認可能になっている。すなわち、可動演出装置１
００は、第１ケース１５４の前ケース部１５６および第２ケース１８４を取り外すことな
く、回転体１４２,１４４,１７２,１７４にベルト１４６,１７６が適切に掛かっているか
否か確認できる。
【００６７】
　前記可動演出装置１００は、可動体１１０の各可動部１１２,１２２が内蔵の可動体発
光基板１１６,１２６の可動体ＬＥＤ１１６ａ,１２６ａにより発光演出されると共に、左
右の可動部１１２,１２２の姿勢変位を規制するロック手段１３０の係止部１３１がソレ
ノイド１３４で変位されるよう構成されている(図１２参照)。このように、可動体１１０
には、電気機器としての可動体発光基板１１６,１２６およびソレノイド１３４が設けら
れており、これらの電気機器が配線によって設置部材３４側に設けられた制御基板(図示
せず)に電気的に接続されている。より具体的には、可動体１１０の電気部品は、第１駆
動部１４０の第１ケース１５４の前面に設置された可動体中継基板１６８にフラットケー
ブルＦＣによって電気的に接続され、更に可動体中継基板１６８から設置部材３４の後面
下部に設けられた後面中継基板(図示せず)を介して前記制御基板に電気的に接続される。
そして、フラットケーブルＦＣは、設置部材３４側にある可動体中継基板１６８から、該
可動体中継基板１６８が設置された第１駆動部１４０に支持される第１可動部１１２の支
持端部１１２ａを経由して可動体１１０に引き込まれる(図６,図８,図９または図１７参
照)。なお、フラットケーブルＦＣは、複数の導線を並べて樹脂皮膜で覆った帯状の部材
であって、可撓性を有している。
【００６８】
　前記可動体中継基板１６８は、第１駆動部１４０における第１ケース１５４(前ケース
部１５６)の前面に取り付けられている(図６または図１７参照)。可動体中継基板１６８
は、第１ケース１５４の上下幅の半分よりやや大きく形成され、第１ケース１５４の前面
における下部から上下の略中央部の領域に延在している(図８参照)。可動体中継基板１６
８の前面には、フラットケーブルＦＣのコネクタが接続される第１中継ソケット１６８ａ
が上部に設けられ、後面中継基板に繋がる配線のコネクタが接続される第２中継ソケット
１６８ｂが下部に設けられている(図８参照)。第１中継ソケット１６８ａは、開口を上側
に向けた姿勢で設置され、第２中継ソケット１６８ｂは、開口を右方に向けた姿勢で設置
されている。
【００６９】
　前記第１ケース１５４の前ケース部１５６には、可動体中継基板１６８が設置される領
域から外れた上側部分に、フラットケーブルＦＣが挿通されるケース配線開口１５６ｄが
設けられている(図８参照)。ケース配線開口１５６ｄは、フラットケーブルＦＣの幅より
左右の幅は大きく形成されると共に、可動体１１０(第１可動部１１２)の待機位置に対応
する第１保持部１４８の変位上限位置より上方にまで開口するよう形成されている。ケー
ス配線開口１５６ｄは、一対の第１回転体１４２,１４４に巻き掛けられた第１ベルト１
４６で囲われる前後に開口する環の内側に重なるように設けられると共に、可動体中継基
板１６８の第１中継ソケット１６８ａも、第１ベルト１４６で囲われる環の内側に重なる
ように設けられ、ケース配線開口１５６ｄと第１中継ソケット１６８ａとが上下方向に並
んでいる(図８参照)。なお、ケース配線開口１５６ｄは、第１保持部１４８の変位下限位
置より上方に設けられている。第１ケース１５４の前面には、ケース配線開口１５４ｄお
よび可動体中継基板１６８の前側を覆う透明な中継基板カバー１６９が取り付けられ(図
４または図５参照)、この中継基板カバー１６９の前面が設置部材３４の側面前端と略揃
うようになっている。中継基板カバー１６９には、可動体中継基板１６８の第１中継ソケ
ット１６８ａに対応する部位に開口が設けられている。
【００７０】



(21) JP 2012-110384 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

　前記第１中継ソケット１６８ａに接続したフラットケーブルＦＣは、可動体中継基板１
６８と中継基板カバー１６９との間を上方(ケース配線開口１５６ｄ側)に引き回され、ケ
ース配線開口１５６ｄを介して第１ケース１５４の収容スペースに引き込まれる(図６ま
たは図１７参照)。そして、フラットケーブルＦＣは、前記収容スペース内で上下に往復
動する第１保持部１４８における第１ベルト１４６のなす環の内側部位に途中部分が一旦
保持される(図９参照)。すなわち、フラットケーブルＦＣは、第１ベルト１４６のなす環
の内側において、前後の関係にある第１中継ソケット１６８ａと第１保持部１４８との間
で湾曲するように引き回されている(図６または図１７参照)。ここで、フラットケーブル
ＦＣは、第１保持部１４８の上方において湾曲する湾曲部から下方に引き回した部位が該
第１保持部１４８の前面に保持されて、この保持部位において反転するように９０°折り
返されている(図８または図９参照)。このように、フラットケーブルＦＣは、環状になっ
た第１ベルト１４６の前側の開口に重なるように設けられた可動体中継基板１６８に対し
て設置部材３４側において接続されると共に、該可動体中継基板１６８の後側および可動
体中継基板１６８から外れた位置の間を変位する第１保持部１４８により曲げた状態で保
持される(図１７参照)。
【００７１】
　前記フラットケーブルＦＣにおいて第１中継ソケット１６８ａと第１保持部１４８との
間にできる湾曲部は、第１保持部１４８が上限位置にあると、第１中継ソケット１６８ａ
の上方に連なってケース配線開口１５６ｄの前側に延在する部分が大きくなる一方、第１
保持部１４８の上方に連なって収容スペースに延在する部分が小さくなっている(図１７
の実線参照)。また、フラットケーブルＦＣの湾曲部は、第１保持部１４８が下方に変位
するにつれて、第１中継ソケット１６８ａの上方に連なってケース配線開口１５６ｄの前
側に延在する部分が小さくなる一方、第１保持部１４８の上方に連なって収容スペースに
延在する部分が大きくなる(図１７の１点鎖線参照)。このように、第１保持部１４８(可
動体１１０)の往復動に伴ってフラットケーブルＦＣの湾曲部が上下方向に変位するが、
第１保持部１４８(可動体１１０)の往復動に伴うフラットケーブルＦＣの湾曲部の曲伸変
化を、第１ベルト１４６のなす環の内側で許容するよう構成されている。
【００７２】
　前記第１保持部１４８は、第１ベルト１４６における内側(表示開口部３４ａ側：左側)
の直線部に取り付けられており、この直線部を第１ベルト１４６のなす環の内外に跨ぐよ
うになっている(図９参照)。また、第１保持部１４８に支持される第１可動部１１２は、
該第１保持部１４８における第１ベルト１４６のなす環の外側に支持端部１１２ａが接続
されて、第１ベルト１４６における外側(表示開口部３４ａと反対側：右側)の直線部と反
対側(左方)に延びるように設けられている。フラットケーブルＦＣは、第１保持部１４８
前面の第１ベルト１４６で囲われる環の内側において第１可動部１１２側に９０°折り返
されて、第１保持部１４８の前面に沿わせて第１ベルト１４６の左側の直線部を跨いで第
１ベルト１４６の環の外側および第１ケース１５４の外側へ引き出される。そして、フラ
ットケーブルＦＣは、第１可動部１１２の支持端部１１２ａ前面を通って第１ベース部１
１４と第１可動体発光基板１１６との間に引き回され、第１可動体発光基板１１６の後面
右側部に開口を右側に向けた姿勢で設置された第１基板ソケット１１６ｃ(図１３参照)に
接続されている。
【００７３】
　前記第１保持部１４８では、第１前保持半体１５０の前面とこの第１前保持半体１５０
の前面に取り付けられる板状の透明な配線保持カバー１５７によって、フラットケーブル
ＦＣが保持されている(図９または図１４参照)。第１前保持半体１５０の左側部前面には
、上下に離間して対向配置された一対の鉤状保持片１５０ａ,１５０ａが設けられ、これ
らの鉤状保持片１５０ａ,１５０ａで配線保持カバー１５７の左側部を挟むと共に、配線
保持カバー１５７の右側下部を第１前保持半体１５０にネジ止め固定することで、第１ベ
ルト１４６の左側の直線部を跨ぐ内外に亘って配線保持カバー１５７が固定されるように
なっている。なお、第１保持部１４８は、フラットケーブルＦＣの折り返し部位を配線保
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持カバー１５７で保持するよう構成されている。
【００７４】
　このように、前記可動演出装置１００は、第１駆動部１４０において環状になった第１
ベルト１４６の内側のスペースを利用して、可動体１１０の往復移動に伴うフラットケー
ブルＦＣの曲伸変化を許容する構成であるので、該フラットケーブルＦＣに可動体１１０
の往復移動のために余裕部分である湾曲部を設けても、該湾曲部と第１駆動部１４０を構
成する第１ベルト１４６や第１回転体１４２,１４４等の動く部材との干渉を適切に防止
できる。また、可動演出装置１００は、環状になった第１ベルトを内外に跨ぐ第１保持部
１４８の前面を介してフラットケーブルＦＣを第１可動部１１２に渡しているので、第１
ベルト１４６とフラットケーブルＦＣとの干渉をより適切に防止できる。しかも、フラッ
トケーブルＦＣは、環状になった第１ベルト１４６の開口に重なるように設けられた可動
体中継基板１６８に対して接続されると共に、該可動体中継基板１６８の後側および可動
体中継基板１６８から外れた位置の間を変位する第１保持部１４８により曲げた状態で保
持される構成であるので、可動体中継基板１６８の後側のスペースをフラットケーブルＦ
Ｃを湾曲部分を収容するスペースとして有効利用できる。
【００７５】
　前記第１可動体発光基板の後面には、第１基板ソケットの上方に第２基板ソケット(図
示せず)が設けられ、この第２基板ソケットに第２可動体発光基板１２６に繋がる配線Ｈ
が接続されている。この配線Ｈは、第１ベース部１１４の上縁部に沿って配設され、第１
可動部１１２および第２可動部１２２が重なる主軸部１２０近傍を通って第１可動部１１
２から第２可動部１２２に取り回される(図８参照)。配線Ｈは、第２可動体発光基板１２
６の右側部前面に設けられた左部ソケット１２６ｂ(図１２参照)に接続されている。第１
ベース部１１４の左側部前面には、係止部１３１の上側に延在する第１配線規制片１１４
ｉが設けられると共に、この第１配線規制片１１４ｉの上側に離間して、第１意匠半体１
１８をネジ止め固定する意匠半体取付ボス１１４ｂが設けられ、第１配線規制片１１４ｉ
と意匠半体取付ボス１１４ｂとの間に配線Ｈが配設されている。また、第１ベース部１１
４の左側部前面には、第１配線規制片１１４ｉの左側に第２配線規制片１１４ｊが設けら
れ(図１４参照)、第１配線規制片１１４ｉおよび第２配線規制片１１４ｊの上側を配線Ｈ
が通るようになっている。このように、第１配線規制片１１４ｉおよび第２配線規制片１
１４ｊの上側を配線Ｈを通すことで、第１配線規制片１１４ｉおよび第２配線規制片１１
４ｊの下側に設けた可動部分である係止部１３１に対する配線Ｈの噛み込みを防止できる
と共に、第１可動部１１２および第２可動部１２２が第２姿勢となった際に、配線Ｈが露
出するのを防止できる。
【００７６】
　前記第２ベース部１２４の右側部前面には、第３配線規制片１２４ｅが設けられると共
に(図１４参照)、この第３配線規制片１２４ｅの下側に離間して、第２意匠半体１２８を
ネジ止め固定する意匠半体取付ボス１２４ｂが設けられ、第３配線規制片１２４ｅと意匠
半体取付ボス１２４ｂとの間に配線Ｈが配設されている(図８参照)。このように、可動体
１１０では、第１可動部１１２と第２可動部１２２とが接続する上側に配線Ｈを通すと共
に、この配線Ｈを下方変位しないように保持することで、第１可動部１１２および第２可
動部１２２が第２姿勢となった際に、配線Ｈが露出するのを防止でき、また第１可動部１
１２と第２可動部１２２との間に配線Ｈが噛み込むのを防止できる。
【００７７】
　前記可動演出装置１００における可動体１１０の動作について説明する。可動演出装置
１００は、待機位置において、第１駆動回転体１４２側の上部で停止された第１保持部１
４８と、第２従動回転体１７４側の上部で停止された第２保持部１７８との高さが揃い、
両保持部１４８,１７８で支持された可動体１１０が水平な姿勢で表示部４０ａの上側に
保持されている(図４または図１６(ａ)参照)。この際、可動体１１０は、両可動部１１２
,１２２がロック手段１３０によって第１姿勢で保持されている。可動演出装置１００は
、両駆動部１４０,１７０を同期して動かすことで、可動体１１０の支持端部１１２ａ,１
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２２ａが揃って下方変位または上方変位するので、可動体１１０を水平な第１姿勢を保っ
たまま上下に往復移動させることができる。また、可動演出装置１００は、一方の駆動部
１４０,１７０を停止した状態で他方の駆動部１７０,１４０を駆動したり、一方の駆動部
１４０,１７０と比べて他方の駆動部１７０,１４０を早く動かす等、駆動部１４０,１７
０によって両保持部１４８,１７８を不等速で変位することで、一方の駆動部１４０,１７
０で支持される支持端部１１２ａ,１２２ａと比べて他方の駆動部１７０,１４０で支持さ
れる支持端部１２２ａ,１１２ａが下がるように、可動体１１０全体を傾けることができ
る(図１６(ｂ)参照)。更に、可動演出装置１００は、一方の駆動部１４０,１７０を停止
した状態で他方の駆動部１７０,１４０を正逆駆動することで、一方の支持端部１１２ａ,
１２２ａを支点として他方の支持端部１２２ａ,１１２ａが上下動するように、可動体１
１０を揺動することもできる。しかも、可動演出装置１００は、両駆動部１４０,１７０
の駆動方向を変えることで、可動体１１０の端部が反対側に動き、該駆動方向を周期的に
変えることで、可動体１１０を波打つように揺動させることができる。このように、可動
演出装置１００は、各可動部１１２,１２２が対応の駆動部１４０,１７０で夫々駆動され
る構成であるので、第１可動部１１２と第２可動部１２２とが揃って移動する一体動作に
おいて、可動体１１０を単なる往復移動だけでなく傾動や揺動等の多種の動作バリエーシ
ョンで動作させることができる。
【００７８】
　前記可動体１１０は、ロック手段１３０のソレノイド１３４を駆動して係止爪１３２を
係止受部１３８から退避させることでロックが解除され、第１可動部１１２および第２可
動部１２２の主軸部１２０を支点とした相対的な姿勢変位可能になる。可動演出装置１０
０は、ロック手段１３０のロック解除状態において、一方の駆動部１４０,１７０を停止
した状態で他方の駆動部１７０,１４０を駆動することで、一方の駆動部１４０,１７０で
支持される支持端部１１２ａ,１２２ａの動きにつれて該支持端部に連なる一方の可動部
１１２,１２２が例えば上方に変位するが、他方の駆動部１７０,１４０で支持される他方
の可動部１２２,１１２が動かないので、一方の可動部１１２,１２２が他方の可動部１２
２,１１２に対して上方へ折れ曲がるように別体動作させることができる(図１６(ｃ)参照
)。このように、可動演出装置１００は、第１可動部１１２と第２可動部１２２とが一体
的に動く可動体１１０の一体動作だけでなく、第１可動部１１２と第２可動部１２２とが
相対的に姿勢変位して該可動体１１０の外形が変化する別体動作を行うことが可能である
ので、可動体１１０の動作のバリエーションを多様にすることができる。すなわち、可動
演出装置１００によれば、可動体１１０が全体的に動くだけでなく、外形が変わるように
変形するので、該可動体１１０の動作による演出効果を向上でき、可動体１１０の動作に
遊技者の注意をより惹き付けることができる。更に、可動演出装置１００は、図柄表示装
置４０の表示部４０ａに重なるように可動体１１０を動作することができるので、可動体
１１０の動作演出と表示部４０ａでの演出とを関連付けて複合した演出を行うことができ
る。
【００７９】
　前記可動体１１０は、ロック手段１３０で両可動部１１２,１２２が係合されているの
で、一体動作に際して第１可動部１１２と第２可動部１２２との第１姿勢を適切に保持で
き、両可動部１１２,１２２をガタツキなく、スムーズに一体動作させることができる。
また、可動体１１０は、ロック手段１３０で両可動部１１２,１２２を係合して第１姿勢
を保持することで、前述のように全体の傾動や揺動を適切に行うことができる。しかも、
ロック手段１３０は、両可動部１１２,１２２を第２姿勢から第１姿勢に変位する際に、
係止爪１３２の第１当接面１３２ａが係止受部１３８の第２当接面１３８ａに当接し、第
２当接面１３８ａに案内されて係止部１３１が係止受部１３８から退避するように回動す
る。そして、係止爪１３２は、係止受部１３８の鉤部分を乗り越えると、付勢手段１３５
によって付勢された係止部１３１がロック状態になるように回動変位し、これにより係止
爪１３２が係止受部１３８に係合する。このように、ロック手段１３０は、第１可動部１
１２および第２可動部１２２の姿勢変位に応じて、ソレノイド１３４で係止部１３１を動
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作することなく係止爪１３２と係止受部１３８を係合して両可動部１１２,１２２を姿勢
保持することができる。
【００８０】
　前記可動演出装置１００は、一対の回転体１４２,１４４,１７２,１７４に巻き掛けた
ベルト１４６,１７６の駆動によって移動する保持部１４８,１７８で可動体１１０が両持
ち支持されているので、揺動するアームで可動体を支持する駆動機構と比べて、両駆動部
１４０,１７０を同期して動かさなくても、片方の保持部１４８,１７８へ過剰な負荷がか
かり難い。すなわち、前述したように、両駆動部１４０,１７０を同期または非同期で駆
動することができるので、両駆動部１４０,１７０を同期して駆動することで、姿勢を保
ったまま可動体１１０を移動したり、両駆動部１４０,１７０を同期しないで駆動するこ
とで可動体１１０を傾けたりすることができる。このように、可動演出装置１００は、可
動体１１０を動かす駆動部１４０,１７０への過負荷を防止しつつ、可動体１１０の動作
バリエーションを多様にできる。また、可動演出装置１００は、各駆動部１４０,１７０
の保持部１４８,１７８がベルト１４６,１７６だけでなく、剛体であるシャフト１５８,
１８８によっても支持されているので、可動体１１０を安定して移動させることができる
。しかも、駆動部１４０,１７０は、保持部１４８,１７８にかかる荷重をシャフト１５８
,１８８で受けているので、ベルト１４６,１７６の引っ張りやねじれ等を防止することが
できる。従って、ベルト１４６,１７６を円滑に走行させることができるので、可動体１
１０をガタツキなく円滑に移動させることができる。
【００８１】
　前記可動体１１０は、ソレノイド１３４を含むロック手段１３０や可動体発光基板１１
６,１２６が設けられると共に、意匠部１１１が表示開口部３４ａの左右寸法より大きく
設定されており、大型で重くなっている。可動体１１０は、表示開口部３４ａを挟んで配
設された左右の駆動部１４０,１７０によって、左右の支持端部１１２ａ,１２２ａが支持
された両持ちであるので、安定性が高く、該可動体１１０を大型化したり、可動体１１０
に電気部品を設けて重くなっても適切に動作させることができる。可動演出装置１００は
、可動体１１０の動作位置において、意匠部１１１を表示部４０ａの左右全体に亘って横
切るように大型化することができるので、可動体１１０の動作に遊技者の注意をより惹き
付けることができると共に、待機位置で静止した状態であっても目を惹く装飾とすること
ができる。
【００８２】
(上部発光装置)
　前記上部発光装置(発光装置)２００は、設置部材３４における設置板部３５の上部に設
けられ(図５参照)、待機位置にある可動体１１０の後側に位置して隠れるように構成され
ている(図４参照)。上部発光装置２００は、可動体１１０が動作位置に移動すると、枠状
装飾体２８の窓口２８ａを介して右側部が遊技盤２０の前側に臨む一方、左側部が前側に
重なる枠状装飾体２８の左部飾り部材３２によって覆われるようになっている(図５参照)
。上部発光装置２００は、表示開口部３４ａの上縁に亘って延在する比較的大型であるも
のの、可動体１１０と前後に重なる構成であるので、枠状装飾体２８の窓口２８ａおよび
遊技盤２０の装着口を介して前側から見た際に奥側に位置している。
【００８３】
　前記上部発光装置２００は、前方(所定方向)へ光を照射する発光体としての加飾ＬＥＤ
２０４,２０６が前面に設けられた加飾発光基板(発光基板)２０２と、この加飾ＬＥＤ２
０４,２０６の前側(加飾ＬＥＤ２０４,２０６の光照射方向前側)に設けられ、加飾発光基
板２０２を覆う加飾カバー部材(カバー部材)２１０とから基本的に構成されている(図１
８または図１９参照)。加飾発光基板２０２は、設置部材３４における設置板部３５の上
部に設置され、表示開口部３４ａの上縁の略全域に亘って延在している(図１８参照)。加
飾発光基板２０２の前面には、複数の加飾ＬＥＤ２０４,２０６が設けられている。複数
の加飾ＬＥＤは、加飾カバー部材２１０に設けられる後述する光透過部に対応する特別加
飾ＬＥＤ２０６と、それ以外の一般加飾ＬＥＤ２０４とに分けられ、実施例では、特別加



(25) JP 2012-110384 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

飾ＬＥＤ２０６がフルカラーＬＥＤであるのに対して、一般加飾ＬＥＤ２０４が単色発光
ＬＥＤが用いられている。ここで、加飾発光基板２０２の左側部に設けられて左部飾り部
材３２の後側に位置する加飾ＬＥＤ２０４，２０６は、表示開口部３４ａ側(下側)に偏倚
して配置され、右側部に設けられる加飾ＬＥＤ２０４,２０６は、上下の領域を用いて配
置されている。また、一般加飾ＬＥＤ２０４は、加飾発光基板２０２の左右の領域に設け
られているが、特別加飾ＬＥＤ２０６は、加飾発光基板２０２の右側部に配置されている
(図１８参照)。
【００８４】
　前記加飾カバー部材２１０は、該加飾カバー部材２１０の外郭を構成する枠体部２１２
と、この枠体部２１２に設けられ、加飾ＬＥＤ２０４,２０６によって発光演出される透
光部２２０と、枠体部２１２に設けられ、加飾ＬＥＤ２０６によって発光演出される光透
過部２３２,２４２,２５２とを備えている(図１９参照)。加飾カバー部材２１０は、上部
発光装置２００の前面を構成し、表示開口部３４ａの上縁の略全域に亘って延在している
(図５参照)。枠体部２１２は、加飾発光基板２０２の前側に離れて延在する前面部２１３
と、この前面部２１３の下縁から後方へ延出する下面部２１４と、前面部２１３の上縁か
ら前方に延出する上面部２１５とからなり、これらの面部が一体的に連なる板状部材であ
る。枠体部２１２は、光を反射可能なメッキ等の鏡面処理が外面全体に施されており、加
飾ＬＥＤ２０４,２０６や周りの光を反射し得るよう構成される。枠体部２１２は、設置
板部３５の上部に加飾発光基板２０２を挟んで取り付けられ、下面部２１４が加飾発光基
板２０２の下縁に整合して、表示開口部３４ａから前側に臨む表示部４０ａの上縁を規定
するようになっている。また、加飾カバー部材２１０は、上面部２１５が設置部材３４に
おける上側の壁の内側に沿って延在し、該壁の前端と上面部２１５の前端とがおおよそ揃
うよう構成されている(図２０～図２２参照)。
【００８５】
　前記枠体部２１２には、前後方向に貫通する枠体開口２１６,２１７が前面部２１３に
複数設けられている(図１９参照)。枠体開口としては、透光部２２０によって塞がれる一
般枠体開口２１６と、光透過部２３２,２４２,２５２によって塞がれる特別枠体開口２１
７とに分けられる。一般枠体開口２１６は、三角や四角等の多角形を基本とする開口形状
に形成されている。一方、特別枠体開口２１７は、前面部２１３の右側に設けられて、そ
の開口形状が円形に開設されている。特別枠体開口２１７は、左右方向に並べて３箇所設
けられて、左側から右側に向かうにつれて開口寸法が小さくなるように形成されている。
以下の説明では、特別枠体開口のうち、左側に位置する最も大きいものを左特別枠体開口
２１７ａといい、真ん中に位置する中程度のものを中特別枠体開口２１７ｂといい、右側
に位置する最も小さいものを右特別枠体開口２１７ｃという。このように、枠体部２１２
の前面部２１３は、目の粗い網目状になっており、鏡面処理が施された前面部２１３によ
って枠体開口２１６,２１７が縁取られている。前面部２１３の後面には、３つの特別枠
体開口２１７ａ,２１７ｂ,２１７ｃを囲って後方に突出する囲繞片２１８が設けられてい
る。囲繞片２１８は、３つの特別枠体開口２１７ａ,２１７ｂ,２１７ｃの開口縁を繋ぐよ
うに連ねて１つの環状に形成されている(図１９参照)。囲繞片２１８は、前面部２１３か
らの延出寸法が下面部２１４より短く設定されて、加飾発光基板２０２の前面から離間す
るようになっている(図２０～図２２参照)。
【００８６】
　前記透光部２２０は、後方に開口する略トレイ形状に形成された有色透明な部材であり
、枠体部２１２における前面部２１３の後面に突き当てて該枠体部２１２に取り付けられ
ている(図２１または図２２参照)。透光部２２０は、下縁に延在する下延片２２１が枠体
部２１２における下面部２１４上面に載置されて、下延片２２１および下面部２１４の後
端がおおよそ揃うようになっている。透光部２２０は、上縁に延在する上延片２２２が下
延片２２１よりも前面部分からの突出寸法が短く設定され、加飾カバー部材２１０を設置
部材３４に取り付けた際に、該上延片２２２の後端が加飾発光基板２０２の前面に当接す
るよう構成される。透光部２２０には、前面部分に枠体部２１２の囲繞片２１８の外形に
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合わせて貫通形成された透光開口２２４が設けられ(図１９参照)、この透光開口２２４に
囲繞片２１８が嵌合するようになっている。透光部２２０は、前面部分が一般枠体開口２
１６を塞ぎ、加飾カバー部材２１０では、枠体部２１２の一般枠体開口２１６を介して透
光部２２０の前面部分が前側に臨むように構成されている。透光部２２０の前面部分には
、一般枠体開口２１６に対応する部位に光拡散処理が施され、実施例では一般枠体開口２
１６に対応する部位後面に微細な突起を設けてある。
【００８７】
　前記上部発光装置２００では、左特別枠体開口２１７ａの半径方向外側に偏倚した部分
に対応した部位に、円形の左特別枠体開口２１７ａの中心を中心として円形配列された複
数の第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａと、左特別枠体開口２１７ａの中心に対応する部位に配
置された第１中央加飾ＬＥＤ２０６ｂとから、左特別枠体開口２１７ａに臨む特別加飾Ｌ
ＥＤのグループが構成される(図１８参照)。実施例では、１つの第１周縁加飾ＬＥＤ２０
６ａを第１中央加飾ＬＥＤ２０６ｂの上側に配置して、５つの第１周縁加飾ＬＥＤ２０６
ａが五角形の頂点に位置するように設置されている。また、上部発光装置２００では、円
形の中特別枠体開口２１７ｂの半径方向外側に偏倚した部分に対応した部位に配置された
第２周縁加飾ＬＥＤ２０６ｃと、中特別枠体開口２１７ｂの中心に対応する部位に配置さ
れた第２中央加飾ＬＥＤ２０６ｄとから、中特別枠体開口２１７ｂに臨む特別加飾ＬＥＤ
のグループが構成される。実施例では、第２周縁加飾ＬＥＤ２０６ｃは、第２中央加飾Ｌ
ＥＤ２０６ｄの上側に１つだけ配置されている。更に、上部発光装置２００では、円形の
右特別枠体開口２１７ｃの中心に対応する部位に配置された第３中央加飾ＬＥＤ２０６ｅ
のみが、右特別枠体開口２１７ｃに臨む特別加飾ＬＥＤのグループとなっている。
【００８８】
　実施例では、３つの光透過部２３２,２４２,２５２を連ねて１つの光透過部材２３０と
して構成されている(図１９,図２３または図２４参照)。ここで、以下の説明では、光透
過部のうち、左側に位置する最も大きいものを左光透過部２３２といい、真ん中に位置す
る中程度のものを中光透過部２４２といい、右側に位置する最も小さいものを右光透過部
２５２という。３つの光透過部２３２,２４２,２５２は、円形を基本するレンズ体であっ
て、左側から右側に向かうにつれて小さくなり、隣り合う光透過部２３２,２４２,２５２
の間を下縁を揃えて並べた状態で板部分２３１で繋いで一体化されている。３つの光透過
部２３２,２４２,２５２からなる光透過部材２３０は、透明の樹脂部材であって、特別枠
体開口２１７に対応する光透過部２３２,２４２,２５２が夫々臨むと共に、外周縁が囲繞
片２１８の内側に嵌合するようになっている。光透過部材２３０は、枠体部２１２に対し
て後側から取り付けられ、左特別枠体開口２１７ａに左光透過部２３２が臨んで該左特別
枠体開口２１７ａを塞ぎ、中特別枠体開口２１７ｂに中光透過部２４２が臨んで該中特別
枠体開口２１７ｂを塞ぎ、右特別枠体開口２１７ｃに右光透過部２５２が臨んで該右特別
枠体開口２１７ｃを塞ぐよう構成される(図５参照)。なお、光透過部材２３０の隣り合う
光透過部２３２,２４２，２５２を繋ぐ板部分２３１は、枠体部２１２で隠れるようにな
っている。
【００８９】
　前記左光透過部２３２は、第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａの光照射方向真正面を含んだ帯
状領域を覆うように設けられ、前面が該左光透過部２３２の外周縁から内側に向かうにつ
れて光照射方向後側に傾斜するよう形成された第１左レンズ部(第１レンズ部)２３４と、
この第１左レンズ部２３４の内側の帯状領域を覆うように該第１左レンズ部２３４の内側
に連ねて設けられ、前面が光照射方向前側に突出する凸状に形成された第２左レンズ部２
３６とを備えている(図２０,図２３または図２４参照)。実施例の左光透過部２３２は、
第１左レンズ部２３４および第２左レンズ部２３６に加えて、第１中央加飾ＬＥＤ２０６
ｂの光照射方向前側を覆うように第２左レンズ部２３６の内側に連ねて設けられ、前面が
光照射方向前側に突出する凸状に形成された第３左レンズ部２３８を備えている。すなわ
ち、左光透過部２３２は、円形の第３左レンズ部２３８の外周を帯状に延在する第１およ
び第２左レンズ部２３４,２３６で２重に囲うように構成され、各左レンズ部２３４,２３
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６,２３８が前側に膨らむ凸レンズ状に形成されている。また、左光透過部２３２には、
第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａおよび第１中央加飾ＬＥＤ２０６ｂの光照射方向真正面から
外れた位置に、隣り合う左レンズ部２３４,２３６,２３８に挟まれて光照射方向前側に開
放する谷状の境界部２４０が形成されている(図２０または図２４参照)。左光透過部２３
２は、左特別枠体開口２１７ａを介して前側に臨む外形が円形であり、該左光透過部２３
２の外周部に環状に延在する第１左レンズ部２３４に対応して、複数の第１周縁加飾ＬＥ
Ｄ２０６ａが円形配列されている。
【００９０】
　前記第１左レンズ部２３４は、外周縁が第２左レンズ部２３６における光照射方向前側
への突端より光照射方向前側に位置するよう形成されると共に、後面が前面に倣って延在
して全体として前記第２左レンズ部２３６側が膨らむように湾曲形成されている(図２０
参照)。第１左レンズ部２３４は、半径方向内側から外側に向かうにつれて前方へ傾斜し
、その厚みが第２左レンズ部２３６との接続側と比べて突端側が僅かに厚くなっている(
図２４参照)。第１左レンズ部２３４は、第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａの前側に離間して
延在し、外周縁が左特別枠体開口２１７ａの内側に整合するようになっている。
【００９１】
　前記第２左レンズ部２３６は、第１左レンズ部２３４の内周縁から突端にかけて該第１
左レンズ部２３４側に膨らむように湾曲する湾曲面２３６ａと、前記突端から光照射方向
に沿って延在する平担面２３６ｂとから前面が構成されると共に、光照射方向後側に向け
て開口する凹部２３７が後面に設けられている(図２０または図２４参照)。すなわち、左
光透過部２３２では、第１左レンズ部２３４の湾曲面と第２左レンズ部２３６の湾曲面２
３６ａとが、鋭角形状に形成された境界部２４０を挟んで向かい合っている。第２左レン
ズ部２３６の凹部２３７は、閉塞端が円弧状になるように形成されており、該閉塞端が第
１左レンズ部２３４と第２左レンズ部２３６との境界部２４０の閉塞端と上下方向に揃う
ように形成されている。また、左光透過部２３２は、第１左レンズ部２３４と第２左レン
ズ部２３６とが連なる部位の後面が略平坦に形成されている。ここで、左光透過部２３２
では、第２左レンズ部２３６における第１左レンズ部２３４との連設部位から突端までの
前後寸法が、第１左レンズ部２３４における第２左レンズ部２３６との連設部位から外周
縁までの前後寸法に対して約半分に設定されている。また、上部発光装置２００は、第１
周縁加飾ＬＥＤ２０６ａの光軸が第１左レンズ部２３４における第２左レンズ部２３６と
の連設部位から外周縁までの前後寸法の略半分位置を通るように構成されている。
【００９２】
　前記第３左レンズ部２３８は、前側に膨らむ円形凸レンズ形状であり、後面が前面の膨
らみに倣って凹むように形成されている(図２０または図２４参照)。第３左レンズ部２３
８の前側への突端は、第２左レンズ部２３６の突端と揃えて形成されている。左光透過部
２３２では、第２左レンズ部２３６の平坦面２３６ｂと第３左レンズ部２３８の湾曲面と
が、鋭角形状に形成された境界部２４０を挟んで向かい合っている。また、左光透過部２
３２は、第２左レンズ部２３６と第３左レンズ部２３８とが連なる部位の後面が円弧状に
丸みを帯びた形状に形成されている。ここで、左光透過部２３２では、第３左レンズ部２
３８後面の凹みの閉塞端が第２左レンズ部２３６後面の凹部２３７における閉塞端より後
側に位置するよう形成されている。
【００９３】
　前記中光透過部２４２は、第２周縁加飾ＬＥＤ２０６ｃの光照射方向真正面を含んだ帯
状領域を覆うように設けられ、前面が該中光透過部２４２の外周縁から内側に向かうにつ
れて光照射方向後側に傾斜するよう形成された第１中レンズ部２４４と、この第１中レン
ズ部２４４の内側の帯状領域を覆うように該第１中レンズ部２４４の内側に連ねて設けら
れ、前面が光照射方向前側に突出する凸状に形成された第２中レンズ部２４６とを備えて
いる(図２１または図２３参照)。実施例の中光透過部２４２は、第１中レンズ部２４４お
よび第２中レンズ部２４６に加えて、第２中央加飾ＬＥＤ２０６ｄの光照射方向前側を覆
うように第２中レンズ部２４６の内側に連ねて設けられ、前面が光照射方向前側に突出す
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る凸状に形成された第３中レンズ部２４８を備えている。すなわち、中光透過部２４２は
、円形の第３中レンズ部２４８の外周を帯状に延在する第１および第２中レンズ部２４４
,２４６で囲うように構成され、各中レンズ部２４４,２４６,２４８が前側に膨らむ凸レ
ンズ状に形成されている。中光透過部２４２は、中特別枠体開口２１７ｂを介して前側に
臨む外形が円形であり、該中光透過部２４２の外周部に環状に延在する第１中レンズ部２
４４に対応して、１つの第２周縁加飾ＬＥＤ２０６ｃが配置されている(図２３参照)。こ
こで、中光透過部２４２は、複数の中レンズ部２４４,２４６,２４８がなす凹凸が左光透
過部２３２の左レンズ部２３４,２３６,２３８がなす凹凸よりも小さくなるように形成さ
れている。
【００９４】
　前記第１中レンズ部２４４は、外周縁が第２中レンズ部２４６における光照射方向前側
への突端より光照射方向前側に位置するよう形成されると共に、後面が前面に倣って延在
して全体として前記第２中レンズ部２４６側が膨らむように湾曲形成されている(図２１
参照)。第１中レンズ部２４４は、第２周縁加飾ＬＥＤ２０６ｃの前側に離間して延在し
、外周縁が中特別枠体開口２１７ｂの内側に整合するようになっている。第２中レンズ部
２４６は、第１中レンズ部２４４の内周縁から突端にかけて該第１中レンズ部２４４側に
膨らむように湾曲する湾曲面２４６ａと、前記突端から光照射方向に沿って延在する平担
面２４６ｂとから前面が構成されると共に、光照射方向後側に向けて開口する凹部２４７
が後面に設けられている。すなわち、中光透過部２４２では、第１中レンズ部２４４の湾
曲面と第２中レンズ部２４６の湾曲面２４６ａとが、鋭角形状に形成された境界部２５０
を挟んで向かい合っている。第２中レンズ部２４６の凹部２４７は、閉塞端が円弧状にな
るように形成されている。また、中光透過部２４２は、第１中レンズ部２４４と第２中レ
ンズ部２４６とが連なる部位の後面が略平坦に形成されている。第３中レンズ部２４８は
、前側に膨らむ円形凸レンズ形状であり、後面が前面の膨らみに倣って凹むように形成さ
れている。第３中レンズ部２４８の前側への突端は、第２中レンズ部２４６の突端と揃え
て形成されている。中光透過部２４２では、第２中レンズ部２４６の平坦面２４６ｂと第
３中レンズ部２４８の湾曲面とが、鋭角形状に形成された境界部２５０を挟んで向かい合
っている。また、中光透過部２４２は、第２中レンズ部２４６と第３中レンズ部２４８と
が連なる部位の後面が円弧状に丸みを帯びた形状に形成されている。ここで、中光透過部
２４２では、第３中レンズ部２４８後面の凹みの閉塞端が第２中レンズ部２４６後面の凹
部２４７における閉塞端より後側に位置するよう形成されている。
【００９５】
　前記右光透過部２５２は、前面が該右光透過部２５２の外周縁から内側に向かうにつれ
て光照射方向後側に傾斜するよう形成された第１右レンズ部２５４と、この第１右レンズ
部２５４の内側の帯状領域を覆うように該第１右レンズ部２５４の内側に連ねて設けられ
、前面が光照射方向前側に突出する凸状に形成された第２右レンズ部２５６とを備えてい
る(図２２または図２３参照)。実施例の右光透過部２５２は、第１右レンズ部２５４およ
び第２右レンズ部２５６に加えて、第３中央加飾ＬＥＤ２０６ｅの光照射方向前側を覆う
ように第２右レンズ部２５６の内側に連ねて設けられ、前面が光照射方向前側に突出する
凸状に形成された第３右レンズ部２５８を備えている。すなわち、右光透過部２５２は、
円形の第３右レンズ部２５８の外周を帯状に延在する第１および第２右レンズ部２５４,
２５６で２重に囲うように構成され、各右レンズ部２５４,２５６,２５８が前側に膨らむ
凸レンズ状に形成されている。右光透過部２５２は、右特別枠体開口２１７ｃを介して前
側に臨む外形が円形である。ここで、右光透過部２５２は、複数の右レンズ部２５４,２
５６,２５８がなす凹凸が中光透過部２４２の中レンズ部２４４,２４６,２４８がなす凹
凸よりも小さくなるように形成されている。
【００９６】
　前記第１右レンズ部２５４は、外周縁が第２右レンズ部２５６における光照射方向前側
への突端より光照射方向前側に位置するよう形成されると共に、前面が前記第２右レンズ
部２５６側が膨らむように湾曲形成されている(図２２参照)。第２右レンズ部２５６は、
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第１右レンズ部２５４の内周縁から突端にかけて該第１右レンズ部２５４側に膨らむよう
に湾曲する湾曲面２５６ａと、前記突端から光照射方向に沿って延在する平担面２５６ｂ
とから前面が構成されると共に、光照射方向後側に向けて開口する凹部２５７が後面に設
けられている。すなわち、右光透過部２５２では、第１右レンズ部２５４の湾曲面と第２
右レンズ部２５６の湾曲面２５６ａとが、鋭角形状に形成された境界部２６０を挟んで向
かい合っている。第３右レンズ部２５８は、前側に膨らむ円形凸レンズ形状であり、後面
が平坦に形成されている。第３右レンズ部２５８の前側への突端は、第２右レンズ部２５
６の突端と揃えて形成されている。右光透過部２５２では、第２右レンズ部２５６の平坦
面２５６ｂと第３右レンズ部２５８の湾曲面とが、鋭角形状に形成された境界部２６０を
挟んで向かい合っている。
【００９７】
　前記パチンコ機１０は、設置部材３４における設置板部３５の左右の側部に設けた駆動
部１４０,１７０に支持されて可動体１１０が設置板部３５から前方に離して左右に延在
するように設けられている。パチンコ機１０では、待機位置において設置板部３５の上部
の前側に位置する可動体１１０と該上部前面とのスペースに上部発光装置２００が設けら
れている。また、上部発光装置２００は、光透過部２３２,２４２,２５２が枠状装飾体２
８の窓口２８ａの内側に配置されている(図５参照)。そして、上部発光装置２００は、待
機位置にある可動体で光透過部２３２,２４２,２５２が隠され、可動体１１０が動作位置
に移動することで、枠状装飾体２８の窓口２８ａを介して光透過部２３２,２４２,２５２
が前側に現れるようになっている。
【００９８】
　前記上部発光装置２００は、一般加飾ＬＥＤ２０４から光を照射することで、一般枠体
開口２１６を介して前側に臨む透光部２２０を全体的に発光させることができる。上部発
光装置２００は、特別加飾ＬＥＤから光を照射することで、光透過部２３２,２４２,２５
２を介して前記透光部２２０の発光態様と異なった発光態様で発光演出することができる
。上部発光装置２００は、左光透過部２３２において、第１左レンズ部２３４に対応して
設けられた第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａから光を照射することで、第１左レンズ部２３４
による光の拡散によって該第１左レンズ部２３４に隣り合う第２左レンズ部２３６を発光
させることができる。しかも、隣り合う左レンズ部２３４,２３６の境界部２４０で第１
周縁加飾ＬＥＤ２０６ａから照射された光が強調されるので、左光透過部２３２の内外方
向で光を強弱することができ、少ない第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａで奥行き感のある良好
な発光演出を行うことができる。また、第１左レンズ部２３４は、外周縁が第２左レンズ
部２３６における光照射方向前側への突端より光照射方向前側に位置するよう形成される
と共に、後面が前面に倣って延在して全体として第２左レンズ部２３６側が膨らむように
湾曲形成されている。このように構成することで、第１左レンズ部２３４は、該第１左レ
ンズ部２３４に対応して設けられた第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａの光を効率よく左光透過
部２３２の内側に導くことができる。
【００９９】
　前記左光透過部２３２では、第２左レンズ部２３６が、第１左レンズ部２３４の内周縁
から突端にかけて該第１左レンズ部２３４側に膨らむように湾曲する湾曲面２３６ａと、
突端から光照射方向に沿って延在する平担面２３６ｂとから前面が構成されており、内外
方向で相対する面の形状が異なっている。すなわち、第２左レンズ部２３６では、湾曲面
２３６ａと平坦面２３６ｂとで光の拡散態様を異ならせることができ、境界部２４０での
発光態様に変化を付けることができる。また、第２左レンズ部２３６は、第１周縁加飾Ｌ
ＥＤ２０６ａの光照射方向後側に向けて開口する凹部２３７が設けられており、第１周縁
加飾ＬＥＤ２０６ａからの光の入射面を多く形成することができ、光をより複雑に拡散せ
て少ない第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａで左光透過部２３２を複雑に発光演出することがで
きる。上部発光装置２００は、円形の左光透過部２３２の外周に環状に延在する第１左レ
ンズ部２３４に対して複数の第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａが円形配列されているので、各
第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａから照射した光が該左光透過部２３２の内外方向に放射状に
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並び、左光透過部２３２をより適切に発光演出できる。
【０１００】
　前記上部発光装置２００は、左光透過部２３２において第２左レンズ部２３６の内側に
第３左レンズ部２３８が設けられており、該第３左レンズ部２３８と第２左レンズ部２３
６とがなす凹凸によっても光の入射面が複雑になり、第２左レンズ部２３６に隣り合う第
３左レンズ部２３８も第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａによって発光させることができる。し
かも、隣り合う左レンズ部２３６,２３８の境界部２４０で第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａ
から照射された光が強調されるので、左光透過部２３２の内外方向で光を強弱することが
でき、少ない第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａで奥行き感のある一層良好な発光演出を行うこ
とができる。しかも、上部発光装置２００は、左光透過部２３２の第３左レンズ部２３８
に対応して第１中央加飾ＬＥＤ２０６ｂを有しているので、第１中央加飾ＬＥＤ２０６ｂ
から照射した光が、第３左レンズ部２３８で拡散されて、第１左レンズ部２３４および第
２左レンズ部２３６で拡散された第１周縁加飾ＬＥＤ２０６ａの光と相まって、左光透過
部２３２をより複雑で特異な発光態様にすることができる。
【０１０１】
　なお、左光透過部２３２を例に挙げて説明したが、中光透過部２４２についても、第１
～第３中レンズ部２４４,２４６,２４８のなす凹凸によって、第２周縁加飾ＬＥＤ２０６
ｃおよび第２中央加飾ＬＥＤ２０６ｄによって左光透過部２３２と同様の発光演出を行う
ことができる。右光透過部２５２についても、第１～第３右レンズ部２５４,２５６,２５
８のなす凹凸によって、第３中央加飾ＬＥＤ２０６ｅによって左光透過部２３２における
第１中央加飾ＬＥＤ２０６ｂによる発光と同様の発光演出を行うことができる。また、上
部発光装置２００は、光透過部材２３０を鏡面加工が施された囲繞片２１８で囲っている
ので、特別加飾ＬＥＤ２０６から照射した光を囲繞片２１８で反射させることで、該光を
拡散させることができ、レンズ部２３４,２３６,２３８,２４４,２４６,２４８,２５４,
２５６,２５８間の凹凸により生じる複雑な発光態様を更に強調することができる。
【０１０２】
　前記上部発光装置２００は、可動体１１０が前側に位置する都合上、遊技盤２０におけ
る枠状装飾体２８の窓口２８ａの奥側に位置するように設置部材３４の設置板部３５に設
けられるが、窓口２８ａの内側に臨む光透過部２３２,２４２,２５２の発光演出効果が高
いので、遊技者の注意を惹き付けることができる。
【０１０３】
(変更例)
　なお、遊技機の構成としては、実施例のものに限らず、種々の変更が可能である。
(１)可動演出装置の可動体は、上下に往復移動する構成に限定されず、左右方向に往復移
動する構成であってもよい。可動体の待機位置は、表示開口部の上側に限定されず、表示
開口部の左右の側部や下側であってもよい。
(２)ロック手段は、第１可動部に係止部およびロック駆動手段を設けたが、第２可動部に
係止部およびロック駆動手段を設け、第１可動部に係止受部を設けてもよい。またロック
駆動手段としては、モータであってもよい。
(３)係止部は、ロックリンクを介することなくロック駆動手段に直接連結してもよい。
(４)付勢手段は、コイルばねにより係止部を付勢する構成を例に挙げたが、付勢力を与え
る手段としては、コイルばねに限定されず、トーションばねや板ばね等のその他のばねや
ゴム等の弾性体であってもよい。
(５)駆動部のベルトとしては、平ベルトに限定されず、Ｖベルト等も採用可能である。
(６)実施例では光透過部にレンズ部が３重に設けられる構成を挙げたが、レンズ部が少な
くとも２つ並んで設けられればよく、レンズ部を４つ以上組み合わせてもよい。
(７)第１周縁加飾ＬＥＤは、円形配列したが矩形配列であってもよい。また、単数であっ
てもよい。
(８)光拡散処理としては、例えば光透過性を有する部材の表面に凹凸を形成するような表
面加工や、光反射性を有する微粒子を含有する光拡散インクを種々の濃度分布で光透過性
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を有する部材の表面に印刷または塗布等する加工や、部材を構成する樹脂自体に光反射性
を有する微粒子を分散させる例えばラメ加工や、透過する光の屈折率を変える加工等を指
し、１つの加工だけであっても、複数の加工を組み合わせてもよい。なお、表面加工の具
体例としては、溝加工、ダイヤモンドカット加工、シボ加工、ブラスト加工などが挙げら
れ、光の屈折率を変える加工としては、部材の表面に該部材と屈折率が異なる微細な凹凸
を設けたシートレンズの如きものが挙げられる。
(９)発光体としてＬＥＤを例に挙げたが、これに限定されず、電球や有機ＥＬその他の光
を照射し得るものであれば採用できる。
(１０)実施例では、原位置検知手段として光センサを例に挙げたが、これに限定されず、
マイクロスイッチ等の機械式や磁気センサあるいはその他の検知手段を採用し得る。
(１１)実施例では、ロック駆動手段として、ソレノイドを採用したが、モータや流体圧シ
リンダ等のアクチュエータを用いてもよい。
(１２)実施例では、遊技盤の裏側に設置部材を設けるよう構成したが、該設置部材を本体
枠としての中枠に設置する構成も採用できる。
(１３)実施例では、遊技盤を木材板形成したが、これに限られるものではなく、遊技盤を
合成樹脂材から透明または不透明に形成するようにしてもよい。
(１４)実施例では、遊技機としてパチンコ機を例示して説明したが、これに限られるもの
ではなく、アレンジボール機やピンボール機、スロットマシン機等の各種遊技機を採用し
得る。
(１５)実施例では、可動部の夫々に対応して駆動部を設けたが、一方の可動部のみに駆動
部を設ける構成であってもよい。この場合、駆動部に直接接続されない他方の可動部は、
バネ等の付勢手段、磁石や重力等を用いて支持すればよい。
【符号の説明】
【０１０４】
　２０　遊技盤
　２０ａ　遊技領域
　２８　枠状装飾体
　２８ａ　窓口
　３４　設置部材
　４０　図柄表示装置
　４０ａ　表示部
　２００　上部発光装置(発光装置)
　２０６ａ　第１周縁加飾ＬＥＤ(発光体)
　２３２　左光透過部(光透過部)
　２３４　第１左レンズ部(第１レンズ部)
　２３６　第２左レンズ部(第２レンズ部)
　２３６ａ　湾曲面
　２３６ｂ　平担面
　２３７　凹部
　２４０　境界部
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